
第414図 第 5号溝跡出土遺物(I)
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北島遺跡第16地点

第415図第 5号溝跡出土遺物(2)
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第177表第 5号溝出土遺物観察表（第414~415図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎士 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 2.3 3.1 EH 普通 臼灰色 つ60 ロクロ成形天井：回転箆削り (R)

2 須恵器蓋 (16.6) 5 1 DEGH 普通 白灰色 ロクロ成形天井：回転箆削り（R)器形は大きく歪む

3 土師器杯 (13.0) 4 0 AEF 普通 黄橙褐色 日25器面風化日：内外面横ナデ体（外）：ナデ底（外）：箆削り

4 土師器杯 (11.9) 2.8 ADE 普通 明茶褐色 口45器面風化口：内外面横ナデ体（外）：ナデ底（外）：箆削り

5 土師器杯 (13.0) 3 5 AEFH 不良 暗橙褐色 ロ25器面風化著口：内外面横ナデ体（外）：ナデか底（外）：箆削り

6 土師器杯 (14.4) 4.0 AE 普通 明茶褐色 口45器面風化著口：内外面横ナデ体（外）：ナデか底（外）：箆削り

7 土師器杯 (12.0) (3 4) ACEH 普通 明荼褐色 口45器面風化日：内外面横ナデ体（外）：ナテ＇底（外）：箆削り

8 土師器杯 12.1 2.9 AE 不良 明茶褐色 口55器面風化著口：内外面横ナデ体（外）：ナデか（内）：ナデか， 土師器杯 (14.9) 3 1 ADEF 普通 明茶褐色 日30器面風化著口：内外面横ナデ体（外）：箆削りか

10 土師灯明皿 (10.9) 2.8 6.1 AE 普通 明荼褐色 底100ロクロ成形 RC内面にタ ール状のスス付着

11 須恵器杯 (11.4) 2.8 BEH 良 青灰色 口30 ロクロ成形

12 須恵器杯 1 1 6.7 EH 良 灰青色 底90 ロクロ成形 RBa

13 須恵器杯 2 0 7.4 EH 普通 青灰色 底75 ロクロ成形 Ba

14 須恵器杯 1.3 7.1 EH 普通 灰白色 底100ロクロ成形 RBb

15 須恵器杯 2 6 6 3 CEH 良 灰青色 底100ロクロ成形 RBb

16 須恵器杯 (12.2) 3 5 (7. 7) DEH 普通 暗灰色 底30 ロクロ成形 BRb

17 須恵器杯 12.9 3.8 6.6 CEH 良 青灰色 底75 ロクロ成形 Bb

18 須恵器杯 12.2 3 6 7 5 BEH 普通 灰白色 手95 ロクロ成形 RBb

19 須恵器杯 12.8 3.5 5.7 AEH 普通 青灰色 底100ロクロ成形 RC

20 須恵器杯 (12.9) 3.6 6.5 EH 普通 灰白色 底70 ロクロ成形 RC

21 須恵器杯 (12.2) 3.8 (6.6) EH 普通 白灰色 底40 ロクロ成形 C

22 須恵器杯 (11.8) 4 1 5 7 EH 稗通 白灰色 底95 ロクロ成形 RC

23 須恵器杯 0 7 6 1 BEH 良 青灰色 底100ロクロ成形 RC

24 須恵器杯 0.8 (6.0) EH 普通 灰青色 底30 ロクロ成形 RC底（外）：墨書 「太」

25 須恵高台杯 (13.4) 4.9 (6.6) EH 不良 黒灰色 口40 ロクロ成形回転糸切り離しか貼付高台器面風化

26 須恵嵩台杯 1 7 7 2 BEH 普通 白灰色 底95 ロクロ成形回転糸切り離し (R)後高台貼付

27 須恵器碗 3.3 (7. 7) EH 良 青灰色 底35 ロクロ成形 RC

28 須恵器甕 (26.0) 8 5 DEH 良 暗灰色 口25 ロクロ成形

29 須恵器甕 (23.0) 8 5 ABDE 普通 暗灰色 口15 ロクロ成形

O . lm を測り、 N-127°—Eの方位で東流すると思われ

る。

遺物の出土は比較的多く、図化し得た遺物は 4点で

あった。

第81号溝跡（第406• 421図）

96-99・100グリッドから99-100グリッドにかけて検

出された。本溝跡はSD83 • 28とつながり、東へ直角

に曲がる可能性も考えられる。第13地点のSD15と同

ーの溝跡であろうか。 SD13は東へ直角に曲がってお

り、区画溝の可能性が考えられる。 SD81の方位はN

-176°—Eの方位で、 SD75 と一致している。 検出し

得た範囲で長さ 19.7m・幅0.8を測る。

図化し得た遺物は計3点であった。

第104号溝跡 （第404~406• 421図）

102-91グリッドから101・102-94グリッドにかけて

検出された。本溝跡は101-93101-93• 94グリッドで、
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第416図 第 8• 12~|9号溝跡出土遺物
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1 ~ 5モモの種子。 1:(2.7)X (2.l)X (0.9)cm、

0.5g。 2: 2.4Xl.8Xl.4cm、1.5g。 3:2.5Xl.7X 

1.2cm、1.5g。 4:2.2Xl.6Xl.2cm、0.8g。 5 : 

2.5X2.1Xl.6cm、2.4g。

北島遺跡第16地点

1 :オニグルミ、 2~6  :モモの種子。 1: 3.8X 

2.7Xl.2cm、2.1g。 2: 2.2Xl.9X0.8cm、1.22g。

3 : 2.3Xl.8Xl.4cm、2.0g。 4 : 2.3Xl.8Xl.4cm、

1. 9 g。 5:2.1Xl.7Xl.3cm、1.5g。 6:Q.6gを測る。

第178表第12号溝出土遺物観察表（第416図）

番号1 器種 1 口径 1器高 1底 径 1 胎土 1焼成 I 色調 I残存 備 考

1 I須恵器杯 （13.2) I 4.1 I (7.3) I ACEFH I不良 I 灰白色 I底35Iロクロ成形底：回転糸切り離し (R)

第179表第13号溝出土遺物観察表（第416図）

了ミ三I(::,I: :I口蚤I胎悶］土 1三I:::I二I::::::]::：刀り離し（R) 考

第180表第14号溝出土遺物観察表（第416図）

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器坪 (13.1) 3.2 (6. 7) BCE 普通 暗青灰色 ロクロ成形 RC

2 須恵器士不 (13.0) 3 5 (6.2) BDE 不良 白灰色 口40 ロクロ成形 RC

3 須恵器杯 11.8 3 5 5.2 CEH 普通 青灰色 完形 ロクロ成形 RC

第181表第15号溝出土遺物観察表（第416図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1底 径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 I 須恵器杯 2.4 I (5.5) I AEH I不良 I 白灰色 I底40Iロクロ成形 RC底（内）：墨痕あり 「見・中」か

第182表第16号溝出土遺物観察表（第416図）

番号 1 器種 1 口 径 1器高 1底 径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 須恵器杯

2 灰釉皿

3 灰釉皿
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不良灰臼色底100ロクロ成形 RC

良 緑灰色 口 30 ロクロ水挽き成形底：糸切り離しカ~貼付高台

普 通 灰 臼色 台40 ロクロ成形底：回転箆削り (R)後高台貼付漬け掛け

第183表第17号溝出土遺物観察表（第416図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 土師器杯 15.1 I 3. O I - I AEF 不良明橙褐色口65 口：内外面とも横ナデ底（外）：箆削りか（内）：ナデか

2 須恵高台壺 ー 7.3 I (8.7) I DEG 良 青灰色 台45 ロクロ成形底：回転箆削り (R)後高台貼付外面自然釉

第184表第18号溝出土遺物観察表（第416図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1底 径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 I須恵高台士不 I(12. 6) I 4. 3 I 6. 7 I BEH I普通 I 白灰色 Iつ1001ロクロ成形底：回転箆削り(R)後高台貼付器形歪む

第185表 第30号溝出土遺物観察表（第417図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器況； 1.0 6.8 EH 普通 青灰色 ロクロ成形 RC

2 須恵器均； (13.5) 3 4 (6.5) DEFH 普通 青灰色 底45 ロクロ成形 RC

3 須恵器i不 1 4 (7 2) BEH 普通 白灰色 底45 ロクロ成形 BRa

4 須恵器杯 (12.9) 3.5 (7.2) AEH 普通 褐灰色 底35 ロクロ成形 RBb （外）：墨痕意味不明

5 須恵器杯 12.6 3 7 7.6 ADEH 良 青灰色 底95 ロクロ成形 RBLb底（外）：墨痕判読不可

6 須恵器杯 1.3 (7.0) AEH 普通 白灰色 底40 ロクロ成形 RBb底：墨痕あり

7 須恵器杯 3.0 6.4 CDE 不良 灰白色 底100ロクロ成形 RC

8 須恵高台杯 1.0 7.0 EH 普通 臼灰色 台95 ロクロ成形底：回転箆削り (R)後高台貼付， 須恵器碗 (16 3) 5.7 (11.0) 普通 青灰色 口30 ロクロ成形 RBb

10 土師器杯 (13 2) 4.3 4.9 ABE 普通 明荼褐色 底95 ロクロ成形 RC
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第417図
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第30• 35号溝跡出土遺物
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第186表
l l 

番号

第35号溝出土遺物観察表（第417図）

器 種 ロ径 I器高I底 径 胎 土 焼成 色 調 残存 備 考

須恵器杯 1.6 (10.1) ABE 普通 臼灰色 底45 ロクロ成形 RC箆記号あり

11は磨石と思われる。拳大よりもやや小さめで、扁

平な形状である。安山岩製。図化した面は、表面が所々

剥離しているが、全体的に滑らかである。 もう一方の

面は自然面に近いと思われる。側面は稜線を挟んで、

それぞれ輻2殻c面呈ザラザラした面となっているが、

磨石としての使用面であると思われる。
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北島遺跡第16地点

第418図 第39• 54号溝跡出土遺物
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9 ・10は磨石と思われる（安山岩製）。9:8.8X7.3X 

3.4cm、120.0 g、 10:9.4X5.8X3.8cm、186.1g。

11：鉄滓。鍛冶加工時の排出される椀形滓か。凸面

側は荼褐色。やや粘調気味の凹凸をもち、気孔は少な

い。凹面は暗茶褐色と黒褐色。cpl.0~1.5cmの凹凸が

ほぼ全面に広がり、その内側にcp5 mmの窪みが分布す

る。側面は黒色に近く小気孔が多数分布する。 8.3X

7.0X2.7cm、172.7gを測る。

第54号溝跡（第418図）

1 ~6  :モモの種子、1から順に1.5g、l.Og、 0.8

g、 2.1g、 2.0g、1.1g。

7 ~ 9は貝巣穴痕泥岩。 7 : 2.0Xl.9Xl.2cm、3.2

g、被熱と思われる。8 : 2.1Xl.3Xl.lcm、1.5g、

被熱と思われる。 9 :1.2Xl.1X0.7cm、0.9g、被熱。

第188表 第57号溝出土遺物観察表（第419図）

番号1 器 種 1 口径 1器 高 1底 径 1 胎 土 1焼成 I 色調 I残存 備 考

1 I須恵器杯 2.3 I (8.2) I CEH I普通I青灰色 I底35Iロクロ成形 RC

第58号溝跡 1 （第419図）は貝巣穴痕泥岩の小片であ

る。小片ではあるが、欠損しているのではなく、全体

的に丸味をもっていることから、元々小さなもので

あった可能性も考えられる。貝巣穴が2箇所認められ

る。法量は1.5 X 1. 4 X 1. 1cm、1.2gを測る。明らかに

被熱している。明赤褐色。

第76号溝跡 1 （第419図）はモモの種子である。 2.8X

l.9Xl.6cm、1.6gを測る。

SD104 (P466) 

11は鉄滓と思われる。小破片のため詳細は不明であ

るが、凹面と凸面からなると思われる。発泡は凸面に

多くみられる。3.3X2.1Xl.8cm、12.9 gを測る。

第189表第66号溝出土遺物観察表（第419図）

番号 器 種 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 (10.4) 3.7 5.7 EH 良 青灰色 底55 ロクロ成形 RC

2 土師高台杯 (13. 7) 5.4 5.6 ABCE 不良 明茶褐色 台100ロクロ成形底：糸切り 離しか貼付高台 器面風化著しい

3 須恵高台j:不 (13 1) 4.7 6.0 CDE 不良 暗灰色 台70 ロクロ成形底：糸切り離しか貼付高台器面風化

4 土師質杯 12.7 3.9 4.3 ABCE 普通 明茶褐色 底100ロクロ成形 C 内黒処理

第190表 第70号溝出土遺物観察表（第419図）

番号 器種 口径器高底径

1 土師質杯 ー 2.0 I 3.9 

2 須恵高台杯 13. 5 I 5.1 I 6. o 

胎 土

AEH 

ACE 

焼成I色調 I残存 備 考

不良暗橙褐色底100ロクロ成形 RC

不良 黒色 完形ロ クロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付 全面内黒処理

第191表 第71号溝出土遺物観察表（第419図）

番号1 器 種 1 口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 I 色調 I残存 備 考

1 I須恵高台杯I03.2) I 4.6 I 6.4 AE I不良I灰橙褐色I底100Iロクロ成形底：回転糸切り離し(R)後 高台貼付

- 462-



北島遺跡第16地点

第419図

SD 57 

第57• 58 • 66 • 70 • 71 • 73 • 75 • 76 • 79号溝跡出土遺物
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第420図 第104号溝跡帯金具出土遺物
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南に屈曲する (SD104A)。SD112から分岐して SD

104に合流する溝跡も SD104として扱った (S104 

B)。

S D104Aの屈曲する位置（101-93G)、SD113との

合流部(102-93G)、および102-92グリッドには 2箇所

の土器集中がみられた。共通する特徴としては、 1：土器

辺はいずれも細かく、 2：焼土や炭化物が混入し、 3：少数

ながら獣骨も散見される。4：これらの遺物は溝跡底面

より若干浮いた位置から出土する。

土器片は人為的に破砕されたものと思われる。これ

らは何らかの祭祀行為を行った後投棄された可能性が

考え られる。また、微地形的にみてこの地点は「水場」

的な場所であった可能性も考えられる。

出土した遺物のうち、図化し得たのはモモの種10点

を含め、計20点であった。

第110号溝跡（第404~407• 420 • 422 • 215~216 • 240 

図）

96-94グリッドから102-102グリ ッドにかけて検出

された。第13地点のSD21と、第14地点のSD34とは

同一遺構であると思われる。SDlll・115を切り、 S

D39に切られる。この 3地点を含めて、検出された範

囲での長さは168m・幅は0.7~1.lm・深さは0.7~0.

8mを測る。断面形はU字形または、底面付近がU字形

を呈するV字形である。直線状にN-122°-Eの方位

で東流する。VI層を掘り込み、 V層がのる。

図化し得た遺物は 3点であった。

第111号溝跡（第404~407• 411 • 420 • 422 • 215図他）

97-93グリッドから102-99グリッドにかけて検出さ

れた。第13地点のSD24と、第14地点のSD53とは同

ー遺構であると思われる。SD115を切り、 SD39 • 

100 • 112に切られる。この 3地点を含めて、検出され

た範囲内での長さは187.5m・幅は1.0~2.0m・深さは

0.5~0.9mを測る。

溝跡底面は平坦に近く、壁面は緩やかに立ち上がる。

SDllOとはほぼ平行する。

遺物の出土は比較的多く、図化し得た遺物は計12点

であった。

第112号溝跡（第404~407• 423 • 215~218図）

101-91グリッドから102-101グリ ッドにかけて検出

された。第14地点のSD39とは同一遺構であると思わ

れる。

S D104Bを切り、 SD39 • 100 • 114 • 115に切られ
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北島遺跡第16地点

第421図 第80• 81 • I 04号溝跡出土遺物
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る。西側は調査範囲外に続き、東側は谷地形に向かう

が、 100-97グリッドまでは東北東に走り、ここから

106-107グリッドまでは南東に進んで、さらに先は北

東に走っている。このような形状を呈するのは、本溝

跡のみであった。

第192表 第73号溝出土遺物観察表（第419図）

l l l 1焼成 1 色調 1残存

図化し得た遺物は計5点であった。

第113号溝跡（第404• 405 • 423 • 215~218図）

101-93グリッドから102-94グリッドにかけて検出

された。第14地点のSD54と同一遺構であると思われ

る。

番号 器 種 ロ径 器高 底 径 胎 土

1 須恵器杯 (12.0) 4 2 (5.3) DE 

2 須恵器杯 1.4 5.4 DEH 

3 須恵高台江 (14.0) 5.4 6.8 CEH 

備 考

不良黒灰色 底45 ロクロ成形 C

普通灰白色 底85 ロクロ成形 RC

不良灰橙褐色完形ロクロ成形底：糸切り離しか貼付高台器面風化

第193表 第75号溝出土遺物観察表（第419図）

番号1 器種 1 口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 I須恵器江 o. 8 I 6. 4 I AEH I普通 I 灰白色 I 底95Iロクロ成形 RBb

第194表 第79号溝出土遺物観察表（第419図）

番号 1 器 種 1 口径 1器高 1底 径 1 胎 土 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 I須恵器碗 2. 9 I 7. 2 I DER I普通 I 青灰色 I底100Iロクロ成形 RBb底（外）：箆記号あり

第195表 第80号溝出土遺物観察表（第421図）

番号 器 種 ロ径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 (12.4) 3.8 5.9 AEH 普通 白灰色 底95 ロクロ成形 RC内外面にスス付着

2 須恵器杯 (13.1) 3.5 6.8 ACDE 不良 白灰色 底95 ロクロ成形 RC

3 須恵器杯 (12.8) 3.2 (6.2) EH 普通 暗灰色 口15 ロクロ成形 C 杯（外）：墨痕「王」・「玉」か底：箆記号

4 須恵器j:不 (12.5) 3.8 6 3 DE 良 青灰色 底55 ロクロ成形 RC底（内） ：墨痕不鮮明「西」か

第196表 第81号溝出土遺物観察表（第421図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存

1 須恵器杯 1.4 (6.2) ACDEH 不良 緑灰色 底50

2 須恵器杯 0.6 (6.4) DE 不良 暗灰色 底35

3 須恵器杯 2.2 (6.0) ADEH 良 暗青灰色 底45

第197表 第104号溝出土遺物観察表（第421図）

備 考

ロクロ成形 RC底（外） ：シミ状に墨痕（内）：墨書

ロクロ成形 RC箆記号あり

ロクロ成形 C

番号 器 種 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 2.3 7.0 DEH 普通 白灰色 底75 ロクロ成形 RC

2 須恵器杯 (12.9) 3.4 6.3 ADEH 不良 灰白色 底100ロクロ成形 C

3 須恵器杯 10.8 2.4 (6.4) EH 良 青灰色 底40 ロクロ成形 RC

4 須恵器杯 (12.2) 3 4 (6.0) ACDE 不良 白灰色 底20 ロクロ成形 C 底（内）：墨痕判読不明（外） ：墨痕「井」か

5 須恵器杯 2.6 AEH 不良 茶褐色 ロクロ成形（外） ：墨書あり

6 須恵高台坑 2.9 (6.4) EFH 普通 暗灰色 ロクロ成形底：糸切り離し後高台貼付

7 土師器杯 12.3 4.7 5 1 AEF 普通 白橙色 底95 口：内外面とも横ナデ体上（外）：指押え体下～底（外）：箆削

8 上師質杯 (10.3) 4.3 4.9 CEF 不良 黒色 底95 ロクロ成形 RC全面：黒色処理， 須恵器杯 (12.3) 3.8 5 8 CDEFH 底10( 青灰色 底100ロクロ成形 RC （外）：墨痕判読不可（内） ：墨痕「成」か

10 灰釉碗 1.9 6.8 E 普通 灰白色 底65 ロクロ水挽き成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付

12~20はいずれもモモの種子である。遺存度は比較

的良好といえる。各々の種子の法量は12: 2. 3 X 1. 7 X 

1.4cm • 2.3g、 13:2.4Xl.9Xl.4cm • 2.9g、 14:

2.7X2.4Xl.7cm • 4.9g、 15:2.2X (1.8) X (1.2) 

cm・ (1. 63) g、 16:2.2Xl.9Xl.4cm • 2.4g、 17:

(2.1) Xl.8X (0.9)cm・ (l.2) g、 18:2.3Xl.9Xl.5 

cm・2.5g、 19: 2. 9 X 2. 2 X 1. 6cm • 4. 6 g、 20:2.4X 

(2.l)X(0.9)cm・ 0.7)g、を測る。
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第422図 第110• 111号溝跡出土遺物

SD 110 

＼ヒ＝;;:::::71

I ¥ 口 ここ／
SD 111 

口

n----z, 

口／

［ 

こ

ロニ／

モ主テニ言13

--• 9で9出｀

ダし 一—， よ9

i ダ応貼 ，` 令，

言`9]
,, / 

ヽと／鼻
ペー

でニロ

口

、 ニニ—::>- 14 
1 1 

ロ

口

□ 

¥ |'―-;? 15 
l '、

心

口
゜

10cm 
I : 4 

Iー 一 こJ 18 

゜
SD111- 19 10cm 

1: 3 

-467-



第198表 第110号溝出土遺物観察表（第422図）

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備

1 須恵器杯 0.8 6.0 AEH 普通 暗灰色 底80 ロクロ成形 RC
2 須恵器杯 (12.3) 3 7 6.5 ABEH 良 青灰色 底100ロクロ成形 A

3 須恵器碗 (17.3) 6 4 (8. 9) ADEF 良 緑灰色 底40 ロクロ成形 RA

考

第199表 第111号溝出土遺物観察表（第422図）

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器蓋 (18.4) 4.8 3.3 CDEH 普通 赤褐色 つ80 ロクロ成形か内外面とも赤彩

2 須恵器蓋 (17 9) 3.1 ACDF 不良 黒灰色 口20 ロクロ成形 天井部：回転箆削り (R)

3 須恵器杯 12 8 3.5 7 4 ABCE 不良 暗灰色 ロクロ成形 Bb器面風化著しい

4 須恵器杯 12.5 3.6 7.8 DEH 良 青灰色 底60 ロクロ成形 RBa

5 須恵器杯 (12.9) 3.5 5.7 EFH 良 白灰色 底100ロクロ成形 RC

6 須恵器杯 11.9 3.5 6.8 ADEF 不良 灰白色 底100ロクロ成形 RC杯部外面：墨痕意味不明

7 須恵器杯 (11.1) 4.0 6.1 DEH 普通 青灰色 底95 ロクロ成形 RC

8 須恵器杯 (12.2) 3.5 5.2 BEH 普通 青灰色 底100ロクロ成形 RC底（外）：墨痕意味不明器面凸凹多， 須恵器況； (12.4) 3 4 5.9 BEFH 普通 青灰色 底100ロクロ成形 RC

10 須恵器江 (12.1) 3.6 6.1 AEH 良 青灰色 底95 ロクロ成形 RC

11 須恵器杯 (12.3) 3.0 CDEH 不良 灰白色 口30 ロクロ成形器面風化著 しい

12 須恵器碗 (16 9) 4.7 AEH 普通 青灰色 口20 ロクロ成形

13 須恵高台杯 2.0 7.4 ACE 不良 白灰色 底95 ロクロ成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付

14 須恵器杯 0.9 5.1 EH 良 青灰色 底100ロクロ成形 RC底（内）：墨痕あり判読不可（外）：箆記号

15 須恵器杯 0.8 6 3 ADE 不良 白灰色 底75 ロクロ成形 RC底（内） ：墨痕 判読不可（外） ：「井」か

16 須恵器碗 (15. 7) 5.5 7.2 DEH 普通 白灰色 底85 ロクロ成形 RBb

17 須恵長頸壺 7 6 8.8 CDEG 良 白灰色 口45 ロクロ成形自然釉付着

18 須恵長頸壺 10.0 26 2 8.1 DEG 普通 暗青灰色 口95 ロクロ水挽き成形底：回転糸切り離し後 高台貼付か

第200表 第112号溝出土遺物観察表（第423図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 (12 3) 3.4 DEH 普通 白灰色 日20 ロクロ成形

2 須恵器坪 4.9 6 4 ADEH 良 青灰色 底55 ロクロ成形 RC

3 須恵器杯 12.0 3.6 6.2 AEH 普通 暗灰色 底95 ロクロ成形 RC

4 須恵器杯 1.3 5 4 AEH 不良 白灰色 底80 ロクロ成形 RC底（内） ：墨痕「中」か

5 須恵器甕 (22.2) 6.4 DEH 不良 暗灰色 口25 ロクロ成形

第201表 第113号溝出土遺物観察表（第423図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師高台j:不 12.6 4.3 AEH 不良 明茶褐色 口55 ロクロ成形底：回転糸切り離し (R)後 高台貼付

2 土師高台士不 (13.8) 5.2 5 9 ACE 不良 黄橙褐色 台100ロクロ成形底：糸切り離 しか 器面風化著しい

3 須恵器瓶 (12.4) 3.6 EH 良 黒灰色 日25 ロクロ水挽き成形

4 須恵小型壺 6.8 4.7 EH 良 暗灰色 台100ロクロ水挽き成形貼付高台 胴上（外）：打ち凹み痕多

5 灰釉杯 1.5 (6.5) DE 普通 灰白色 台45 ロクロ水挽き成形底：回転へら削り後高台貼付

第202表 第115号溝出土遺物観察表（第423図）

番号 1 器種 1 日 径 1器高 1底径 1 胎 土 1焼成 I 色調 I残存 備 考

1 I土師器杯 1(12.8)12.7 AEF I普通 I賀橙褐色 I 口20I器面風化著 口：内外面と の横ナデか体（外）：箆削り

第203表 第116号溝出土遺物観察表（第423図）

番1号I仮員：ごし1(:]:I門で1: :I ::E: I::I :灰:I:: Iロクロ成形 C 備

考
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第204表 第117号溝出土遺物観察表（第423図）

番号 1 器種 1 口 径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 I 色調 I残存 備 考

1 I須恵器甕 普通I臼灰色 I- I（外）：不鮮明な平行き目文（内）：青海波文

第205表 第121号溝出土遺物観察表（第423図）

番：I須：こし 1:2f: I: :I :81至IH台DE土 1焼良成1：灰： I：1:0|ロクロ成形 RC 備

考

第206表第125号溝出土遺物観察表（第423図）

番号 1 器種 I 口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 土師高台杯 ー 1 3.2 (7.7) I AEF 普通明橙褐色 1台351ロクロ成形杯部（内）：箆磨き高台貼付 内黒処理
2 土師質杯 （12.2) I 3.8 I 6. 7 I AEFH 不良黄橙褐色底100ロクロ成形 RC内黒処理内面に漆付着

第424図 第100~121 • 111~||2号溝跡出土遺物
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北島遺跡第 16地点

6 :モモの種子。遺存度は比較的良好。長さ2.6cm・

幅2.1cm・厚さ1.7cm、重量2.6gを測る。

第207表第100~|21号溝出土遺物観察表（第424図）

番1号Iノ頁：」：し 1日ー一 1: :I : : I ::E: I::I : 灰 :I :: Iロクロ成形 RC 備

7 :モモの種子。最も大粒な内の 1つである。長さ

3.6cm・幅2.8cm・厚さ1.7cm、重量5.9gを測る。

考

第208表第111~112号溝出土遺物観察表（第424図）

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 03.4) 2.8 ACE 普通 明茶褐色 口25 口：内外面とも横ナデ杯部（外）：ナデ器面風化

2 須恵器杯 (13.2) 3.9 6.7 ABEF 不良 白灰色 底95 ロクロ成形 RC

3 須恵器杯 (1 2. 9) 4 1 (7.0) DE 良 白灰色 底40 ロクロ成形 C

4 須恵器杯 (13.0) 3.3 6.3 BDE 良 暗灰色 底100ロクロ成形 RC

5 須恵器杯 (15.1) 5.1 DEH 良 青灰色 口30 ロクロ成形

6 須恵器杯 (15.8) 5.9 (6.5) EH 普通 暗灰色 底45 ロクロ成形 RC

7 土師質杯 (11.8) 3.6 6.1 AEFH 普通 黄橙色 底75 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

8 士師器甕 (23 9) 5.6 ADEF 不良 暗黄橙色 日15 ロ：内外面とも横ナデ胴（外）：箆削り器面風化

SD104では、祭祀に関わると推定される土器片を

はじめとした遺物の投棄か検出された。本溝跡と SD

104との合流部でも、同様な痕跡力消t出されている。位

置的にみても、この一帯は 「水場」的な場所であろう

か。

図化し得た遺物は、モモの種子2点を含めて計7点

であった。

第115号溝跡（第404• 406 • 407 • 423図）

99-98グリッドから101-96グリッドにかけて検出さ

れた。 SD95を切り、 SD39• 95 • 109~111・121・

123に切られている。

99-97グリッド付近でほぼ直角に曲がり南に向かう

が、第14地点では検出されていない。検出された範囲

内での長さは22m・輻は0.7~0.9m・深さは0.3~0.

4mを測る。

遺物の出土は少なく、図化し得たのは 1点のみで

あった。

第116号溝跡（第406• 407 • 423図）

99-97グリッドから100-98グリッドにかけて検出さ

れた。 SJ10・ 11、SD28に切られている。 SD79と

SD9をつなぐかのように位置している。

検出し得た範囲内で長さは28m・幅は0.5~0.9mを

測る。断面形は幅広のU字形を呈すると思われる。

SD79の分岐点からN-111°-Eの方位で直線的に

東流し、 100-100グリッド付近でほほ真南に南流する。

遺物の出上は少なく、図化し得た遺物は 1点のみで

あった。

第117号溝跡（第406• 423図）

99-98グリッドにおいて検出された。 SD110とSD

116をつなぐかのように位置している。あるいはSD

78の続き部分に相当するのであろうか。検出し得た範

囲内で長さは4.4m・輻は0.3~0.8mを測る。溝跡はほ

ぼ南北に、直線状に進む。

遺物の出土は少なく、図化し得た遺物は 1点のみで

あった。

第121号溝跡（第406• 407 • 423図）

99-97グリッドにおいて検出された。 SD110とSD

100とをつなぐかのように位置していふ検出し得た範

囲内での長さは5.0m・幅は0.5m・深さは0.3mを測

る。断面形は緩やかなU字形を呈すると思われる。

図化し得た遺物は 1点のみであった。

第125号溝跡（第406• 423図）

99-97グリッドにおいて検出された。この周辺は小

規模な溝跡が密集している上に遺構としての残りも悪

く、各々の溝跡の範囲や重複関係は非常に不明瞭で

あった。

本溝跡も同様で、範囲の確定は困難であった。検出

し得た範囲での長さは2.2m・幅は0.5~1.0mを測る。

図化し得た遺物は 2点であった。
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(9) グリッド出土遺物・表面採集遺物

表土掘削中、遺構確認作業中にも少なからぬ遺物が

出土したが、帰属遺構力吋窟定するまで残せないものに

ついては表面採集としして取り上げを行った。

また基準点測量終了後で、調査範囲内にグリッド杭

が設置された以降に検出された遺物については、帰属

遺構か確定するまで極力出土地点に残すこととした。

最終的に、帰属遺構力吋寺定できなかったり、遺構に

伴わないものについてはグリッド名を付して取り上げ

を行うこととした。

これらの中から、図化し得る遺物3点（第425図）を

ここに報告する。

32は土錘。ほほ完形。長さ6.1cm・幅1.4cm・孔径0.

4cm•重菫13 g。黒褐色。胎土はA+C+D+H。焼成：

普通。

16は鉄製鎌の一部と思われる。遺存率はきわめて低

い。刃部はほとんど欠損している。現存長7.3cm・厚さ

0.2c叫

27~31はモモの種である。いずれも遺存状況は比較

的良好である。

第425図 グリッド出土遺物（I)

97-92G 97・ 98-92・93 G 97・98-97G 

□ 1 :I2 ロロニ亨つ3

゜
10cm 

第209表 グリッド出土遺物(|)観察表（第425図）

，胎土i焼成 1 色調 1残存番号 器種 日径 器高 底径

1 土師器杯 13.2 5 6.8 

2 土師質杯 -12.4 4.2 4.9 

3 灰釉皿 -12.1 2.3 -4.6 

備 考

ACE 普通明茶褐色底95 ロクロ成形器面風化内：箆磨き内黒処理

AEFH 不良明茶褐色底55 ロクロ成形 RC

EH 良 灰白色 底45 ロクロ水挽き成形底：回転箆削り (R)後高台貼付

第210表 グリッド出土遺物(2)観察表（第426図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

4 須恵器杯 -13 3.3 -7.9 BCE 普通 暗灰色 口45 ロクロ成形 RC

5 須恵器杯 -13.1 3.6 6.4 CDE 不良 暗灰色 底45 ロクロ成形 RC

6 須恵器士不 -13 5 2.6 DE 普通 白灰色 日20 ロクロ成形杯（外）：墨痕あり

7 須恵器杯 2.2 7.2 CE 不良 黒灰色 底50 ロクロ成形 RC

8 須恵器杯 2.3 -7.4 CE 普通 灰白色 底40 ロクロ成形 RC， 須恵器杯 2.4 6 EH 普通 緑灰色 底100ロクロ成形 RC底（内）：墨書あり「西」か

10 須恵器杯 0.9 5.8 EH 普通 白灰色 底55 ロクロ成形 RC底面に箆記号あり

11 須恵器蓋 17 2 4.7 2.2 EH 良 灰白色 完形 ロクロ成形天井部：回転箆削り (R)
12 土師質杯」 -12 8 3.6 7.2 AEF 普通 明茶褐色 口25 ロクロ成形底（外）：箆削り

13 須恵器杯 1.6 6.8 BEH 良 灰青色 底90 ロクロ成形 RBb
14 須恵器杯 -13.5 3.9 -6 8 CDE 不良 臼灰色 底35 ロクロ成形 RC
15 須恵器杯 11.3 3 5 4.6 DEH 普通 白灰色 口90 ロクロ成形 RC
17 須恵器杯 1 3 5.8 EH 良 灰青色 底100ロクロ成形 RC
18 須恵器杯 2.3 7 EH 普通 白灰色 底95 ロクロ成形 RC
19 須恵器杯 2.3 5.9 EH 普通 臼灰色 底95 ロクロ成形 RBLb
20 須恵器杯 -12.2 3.8 5.9 EH 良 緑灰色 底100ロクロ成形 RC
21 須恵器杯 -13.3 3.9 6 BEH 普通 暗灰色 底100ロクロ成形 RC
22 須恵器j:不 -12.5 4 -6.2 EH 普通 灰白色 底35 ロクロ成形 RC底（外）：箆記号

23 須恵器杯 -16 4.1 BCE 不良 灰白色 口15 ロクロ成形

25 須恵器杯 2.6 -5.9 EH 普通 灰白色 底40 ロクロ成形 RC底：箆記号

26 須恵器杯 -11.2 3.8 5.6 AEH 普通 青灰色 底40 ロクロ成形 RC底（外）：墨痕判読不可
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北島遺跡第16地点

第426図 グリ ッド出土遺物(2)
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4. 新旧対照表

(1) 第14地点新旧対照表

第211表住居跡 (sJ) 

番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番局 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド

1 69 108-89 19 65 105-91 37 7 111-93 55 22 115-96 

2 68 108-89 20 66 105-91 38 8 111-94 56 23 115-96 

3 2 105-87 21 26 107-93 39 12 112-93 57 40 107-98 

4 54 106-87 22 25 107-93 40 ， 112-94 58 41 107-98 

5 55 106-89 23 64 106-92 41 1 114-90 59 37 108-98 

6 71 106-87 24 27 107-93 42 3 114-92 60 37② 108-98 

7 70 106-87 25 28 107-93 43 4 114-92 61 38 108-98 

8 59 106-88 26 43 107-93 44 5 115-93 62 39 108-98 ， 63 106-88 27 29 106-93 45 6 115-93 63 44③ 109-100 

10 60 107-87 28 32 106-95 46 13 114-94 64 45 109-100 

11 57 107-87 29 36 105-94 47 14 114-96 65 44② 109-100 

12 58 107-87 30 34 106-95 48 15 114-96 66 47 107-101 

13 62 107-87 31 35 106-95 49 17 114-96 67 48 107-101 

14 67 107-87 32 42 106-95 50 16 114-96 68 49 107-101 

15 56 107-87 33 33 106-95 51 19 115-96 69 50 107-101 

16 61 107-87 34 31 106-96 52 18 115-96 70 46 107-101 

17 53 108-87 35 24 115-87 53 20 115-94 71 51 ll0-105 

18 65② 105-91 36 30 109-96 54 21 115-95 72 52 ll0-105 

第212表掘立柱建物跡 (SB) 

番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド

1 1 105-87 12 40 105-93 23 17 110-92 34 ， 112-94 

2 37 107-87 13 31 106-93 24 13 111-91・92 35 19 111-96 

3 43 107-87 14 30 106-93 25 12 111-91 • 92 36 16 115-91 

4 39 106-88 15 35 104-95 26 10 111-91 • 92 37 8 113-95 

5 44 106-88 16 28 105-94 27 11 112-91 • 92 38 6 113-95 

6 38 108-88 17 33 106-94 28 18 109-94 39 20 113-96 

7 2 110-87 18 32 107-9 29 26 109-93 40 7 115-95 

8 3 110-87 19 27 107-94 30 25 109-93 41 21 109-98 ， 22 110-89 20 34 105-96 31 29 109-95 42 23 108-98 

10 42 106-91 21 14 110-92 32 4 111-94 43 24 107-100 

11 41 106-92 22 15 110-92 33 5 110-94 
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北島遺跡第16地点

第213表土壊跡 (SK) 

番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド

1 34 105-92 21 15 105-95 41 40 107-91・92 61 22 108-88 

2 35 105-92 22 13 105-95 42 43 106-92 62 25-1 108-95 

3 36 105-92 23 16 105-95 43 33 106-92 63 26-1 108-95 

4 30 105-92 24 37 105-95 44 44 106-92 64 22 108-101 

5 31 105-92 25 7 105・ 106-95 45 7 107-93 65 10 109-98 

6 26 105-92・93 26 40 104-98 46 5 106-93 66 ， 109-98 

7 27 105-92・93 27 20 104-98 47 6 106-93 67 26-2 111-87 

8 25 105-93 28 39 104-98 48 4 106-93 68 2 110-87 

， 24 105-93 29 41 104-100 49 11 106-94 69 11 110-94・95 

10 28 105-93 30 1 106-87 50 8 106-94 70 28 111-93 

11 29 105-93 31 21 107-89 51 12 106-95 71 4 110-96 

12 23 104・105-93 32 39 106-91 52 22 106-95 72 27-2 112-92 

13 17 105-94 33 38 106-91 53 23 107-95 73 30 114-94 

14 18 105-94 34 37 106-91 54 24 107-95 74 31 114-94 

15 19 105-94 35 42 106-91 55 5 106・ 107-96 75 32 115-94 

16 35 105-94 36 41 107-91 56 18 107-97 76 1 115-95・96 

17 20 105-94 37 45 107-91 57 43 107-98 77 2 115-96 

18 21 105-94 38 47 107-91 58 42-1 107-99 78 3 115-96 

19 38 105-95 39 46 107-91 59 42-2 107-99 

20 14 105-95 40 32 106-92・93 60 23 107-102 

第214表井戸跡 (SE) 第215表柵列跡（ SA) 

番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧 番 グリッド

1 15 104-93 ， 11 107-107 1 1 107-88 

2 12 105-105 10 13 108・ 109-88 2 2 107-88 

3 6 106-93 11 14 108・ 109-90 3 3 109-87 

4 8 106-103 12 16 108-90・91 4 4 105-92 

5 5 107-96・97 13 3 111-93 5 5 106-93 

6 10 106-106 14 1 111-95 6 旧SB39の一部 106-88 

7 ， 106-106 15 7 113-88 

8 新l 111-90 16 4 112-94 

第216表 性格不明遺構 (SX) 

2号 ： ：番 1]：）：玉 I ：号 1 ：番 1 :]::: 
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(2) 第15地点新旧対照表

第217表住居跡 (sJ) 

番号 旧番 グリッ ド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド

1 2 108-79 10 10 110-81 19 19 110-83 28 25 113-84 

2 3 108-79 11 16 110-81 20 23 110-83 29 24 114-84 

3 1 108-79 12 30 ll0-81 21 22 110-83 30 26 113-84 

4 4 108-81 13 13 ll0-80 22 11 109-84 31 33 113-84 

5 5 108-81 14 14 ll0-80 23 21 109-83 32 28 114-85 

6 17 108-81 15 15 110-82 24 31 109-83 33 29 114-84 

7 7 110-79 16 20 110-81 25 6A 113-84 34 32 114-84 

8 8 109-80 17 12 109-83 26 6B 113-84 ， ， ll0-80 18 18 110-83 27 27 113-84 

第218表 第219表井戸跡 (SE) 
掘立柱建物跡（ SB) 

番号 旧番 グリッド

番号 旧番 グリッド
1 2 109・110-84・85 

1 1 ll0-80 2 3 111-81 

2 2 109-81 3 1 113-83 

3 5 108-83 4 4 116-83 

4 3 108-82 5 18 101-107 

5 4 109-82 

6 ， 108-84 

7 8 108-85 

8 6 109-84 

9(1) 7(1) 114-83 

第220表 土壊跡 (SK) 

番号 1日番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド

1 2 108-79 8 19 108-83 15 15 110-82 22 4 115-81 

2 10 108・ 109-80 ， 16 108-83 16 32 110-82 23 5 115-82 

3 13 108-82 10 18 108-83 17 26 113-82 24 6 ll5-82・83 

4 24 108-82 11 20 108-83 18 27 113-83 25 7 114・ 115-83 

5 12 108-82 12 21 108-83 19 28 113-83 26 8 115-83 

6 23 109-82 13 22 108-84 20 31 113-83 27 ， 115-84 

7 14 109-82 14 11 109・110-80 21 30 113-83 28 1 116-83 
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北島遺跡第16地点

(3) 第16地点新旧対照表

第221表住居跡 (sJ) 第222表柵列跡（ SA) 

番号 旧番 グリッド

1 5 100-94 

2 8 99-95 ど
3 6 100-95 

4 7 100-95 

5 2 97-97 第223表性格不明遺構 (SX) 

6 1 97-97 

7 4 98-97 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド

8 3 98-97 
1 7 97・98-100・101 5 1 98 • 99-107 • 108 ， ， 98-97 
2 8 98-101 6 3 100-108 

10 10 3 6 97 • 98-104 • 105 7 SK22 98-100 
11 11 4 5 97-102 

第224表掘立柱建物跡（ SB) 

番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド

1 14 100-93 5 11 97-100 ， 6 96-104 13 5 97-107 

2 13 101-94 6 ， 101-101 10 7 97-105 14 3 99-108 

3 15 97-96 7 10 102-102 11 2 97-109 15 4 99-108 

4 12 97-96 8 8 100-103 12 1 97-108 

第225表 土壊跡 (SK) 

番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド

1 30 97-91・92 13 1 97-107 25 36 98・99-94 37 25 99-102 • 103 

2 28 97・98-92 14 3 97-107・ 108 26 40 97・98-95 38 11 98・99-106 

3 33 97-93 15 4 97~ 107 27 34 98-95 39 6 98-107 

4 18 97-101・102 16 7 97・98-108 28 41 98-95・96 40 8 98-108 

5 17 96-102 17 50 97-108 29 47 98-95 41 35 100-93 

6 16 96-102・ 103 18 5 97-108 30 42 98-96 42 44 101-93 

7 13 96-103 19 31 99-91 31 43 98-96 43 46 101-93 

8 21 97-104 20 27 98-91・92 32 48 98-97 44 38 101-94 ， 14 97-103 21 39 99-91・92 33 26 98-99 45 45 100-95 

10 15 97-103 22 29 98-91・92 34 24 98-99 46 23 100-103 

11 12 96・97-104 23 32 97・98-92 35 19 99-102 47 10 101-105 • 106 

12 2 97-107 24 37 99-94 36 20 99-102 48 ， 101-107 

第226表 井戸跡 (SE) 

番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド 番号 旧番 グリッド

1 18 97-92・93 6 7 97-103 11 ， 98-103 16 19 100・ 101-100 

2 15 97-97 7 6 97-104 12 8 98-103・ 104 17 16 100-102 

3 12 97-99 8 4 97-106 13 11 98-104 18 2 101-107 

4 20 96-101 • 102 ， 14 98-98 14 3 98-107 19 1 100-108 

5 13 97-102 10 10 98-102 15 5 99-108 20 7 102-103 
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v 付編

(1) 北島遺跡出土土器胎土分析

X線回折試験及び化学分析試験

1 実験条件

1-1 試料

分析に供した試料は第 1表胎土性状表に示す通りで

ある。 X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥

したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として

実験に供した。 化学分析は土器をダイヤモンドカ ッ

ターで小片に切断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表

面をコーテングしないで、直接電子顕微鏡の鏡筒内に

挿入し、分析した。

1-2 X線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定は

X線回折試験によった。測定には日本電子製JDX

-8020X線回折装置を用い、次の実験条件で実験し

た。

Target: Cu, Filter: Ni, Voltage: 40k V, Current: 

30mA,ステップ角度： 0.02鰺

計数時間： 0.5秒。

1-3 化学分析

元素分析は日本電子製5300LV型電子顕微鏡に2001

型エネルギー分散型蛍光X線分析装置をセットし、実

馬庚条件は加速電圧： 15KV、分析法：スプリント法、分

析倍率： 20併音、分析有効時間： 100秒、分析指定元素

10元素で行った。

2 X線回折試験結果の取扱い

実験結果は第 1表胎土性状表に示す通りである。

第1表右側にはX線回折試験に基づく粘上鉱物及び

造岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各胎土に対

する分類を行った結果を示している。

X線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の

各々に記載される数字はチャー トの中に現われる各鉱

物に特有のピークの強度を記載したものである。

腕第四紀地質研究所井上巖

電子顕微鏡によって得られたガラス量とX線回折試

験で得られたムライト (Mullite)、クリストバライト

(Cristo bali te)等の組成上の組合せとによっで焼成

ランクを決定した。

2-1 組成分顆

1) Mont-Mica-Hb三角ダイアグラム

第 1図に示すように三角ダイアグラムを 1~13に

分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎土の位

置を数字で表した。

Mont, Mica, Hbの三成分の含まれない胎土は記載

不能として14にいれ、別に検討した。三角ダイアグラ

ムはモンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica)、角

閃石 (Hb)のX線回折試験におけるチャートのピーク

強度をパーセント（％）で表示する。

モンモリロナイトは Mont/Mont+Mica+ Hb * 

100でパーセントとして求め、同様に Mica,Hbも計算

し、三角ダイヤグラムに記載する。

三角ダイアグラム内の 1~4は Mont,Mica, Hbの

3成分を含み、各辺は 2成分、各項点は 1成分よりなっ

ていることを表している。

位置分類についての基本原則は第 1図に示す通りで

ある。

2) Mont-Ch, Mica-Hb菱形ダイアグラム

第2図に示すように菱形ダイアグラムを 1~19に

区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能は20と

して別に検討した。

モンモリ ロナイト (Mont)、雲母類 (Mica)、角閃

石 (Hb)、緑泥石 (Ch)の内、 a) 3成分以上含まれ

ない、 b)Mont,Chの2成分が含まれない、 c)Mica, 

Hbの2成分が含まれない、の 3例がある。

菱形ダイアグラムは Mont-Ch,Mica-Hbの組合せ

を表示するものである。Mont-Ch,Mica-Hbのそれ
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ぞれのX線回折試験のチャートの強度を各々の組合せ

毎にパーセントで表すもので、例えば、 Mont/Mont+

Ch * 100と計算し、 Mica,Hb, Chも各々同様に計算

し、記載する。

菱形ダイアグラム内にある 1~ 7は Mont,Mica, 

Hb,Chの4成分を含み、各辺は Mont,Mica, Hb, Ch 

のうち 3成分、各項点は 2成分を含んでいることを示

す。

位置分類についての基本原則は第 2図に示すとうり

である。

2-2 焼成ランク

焼成ランクの区分はX線回折試験による鉱物組成

と、電子顕微鏡観察によるガラス量によって行った。

ムライト (Mullite)は、磁器、陶器など高温で焼か

れた状態で初めて生成する鉱物であり、クリストバラ

イト (Cristobalite)はムライトより低い温度、ガラス

はクリストバライトより更に低い温度で生成する。

これらの事実に基づき、 X線回折試験結果と電子顕

微鏡観察結果から、士器胎土の焼成ランクを I~Vの

5段階に区分した。

a)焼成ランク I:ムライトが多く生成し、ガラスの

単位面積が広く、ガラスは発泡している。

b)焼成ランクII:ムライトとクリストバライトが共

存し、ガラスは短冊状になり、面積は狭くなる。

C)焼成ランクm:ガラスのなかにクリストバライト

が生成し、ガラスの単位面積が狭く、葉状断面をし、

ガラスのつながりに欠ける。

d)焼成ランクIV:ガラスのみが生成し、原土（素地

土）の組織をかなり残してる。ガラスは微小な葉状

を呈する。

e)焼成ランクv:原土に近い組織を有し、ガラスは

殆どできていない。

以上の I~Vの分類は原則であるが、胎土の材質、

すなわち、粘士の良悪によってガラスの生成量は異な

るので、電子顕微鏡によるガラス量も分類に大きな比

重を占める。このため、ムライト、クリストバライト

などの組合せといくぶん異なる焼成ランクが出現する

北島遺跡

ことになるが、この点については第 1表の右端の備考

に理由を記した。

3)化学分析結果の取り扱い

化学分析結果は酸化物として、ノーマル法 (10元素

全体で100％になる）で計算し、化学分析表を作成した。

化学分析表に基づいて Si02-Al203, Fe203-MgO, K2 

0-CaOの各図を作成した。これらの図をもとに、土器

類を元素の面から分類した。

3 分析結果

3-1 X線回折試験結果

1) タイプ分類

第1表胎土性状表には北島遺跡出土土器のうち分析

委託10点と比較対比ようの基本土器5点、原土2点を

記載してある。タイプ分類はこれらの土器と原土でお

こない第 3表タイプ分類一覧表を作成した。

第3表に示すように土器胎土はA~Hの8タイプに

分類された。

Aタイプ： Mont,Mica, Hb, Chの4成分を含む。

Bタイプ： Hb1成分を含み、 Mont,Mica, Chの3

成分に欠ける。

Cタイプ： Mica,Hb, Chの3成分を含み、 Mont1 

成分に欠ける。

Dタイプ： Hb,Chの2成分を含み、 Mont,Micaの

2成分に欠ける。

Eタイプ： Mica,Hb, Chの3成分を含み、 Mont1 

成分に欠ける。組成的にはCタイプと同じであるが、

検出強度が異なる為に、タイプが異なる。

Fタイプ： Mica,Hbの2成分を含み、 Mont,Chの

2成分に欠ける。組成的にはDタイプと同じである

が、検出強度が異なる為に、タイプが異なる。

Gタイプ： Mica1成分を含み、 Mont,Hb, Chの3

成分に欠ける。

Hタイプ： Mont,Mica, Hb, Chの4成分に欠ける。

主に、 nAI203• mSi02 • 1H心（アルミナゲル）で

構成される。

最も多いタイプはFタイプで、 15{固の土器のうち 6

個力頓当する。次いで、 Eタイプの 3個で、 B、Cタ
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イプの各2個が該当する。A、D、G、Hの4タイプ

は各1個となる。Fタイプは 9世紀前期の甕と10世紀

前期の杯、高台碗、羽釜と器種的の統一性に欠ける。

原土 2個はともにEタイプで、土器としては北島

-11の高台碗（内黒）がある。土器胎土のタイプは15

個に対して 8個と多く、分散傾向にある。

2)石英(Qt)一斜長石（Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘

上の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土

器を制作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合し

て索地土を作るということは個々の集団力昧与つ土器制

作上の固有の技術であると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石

比を有している。この比は後背地の地質条件によ って

各々異なってくるものであり、言い換えれば、各地の

砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有していると言

える。

第5図Qt-Pl図に示すように I~IIの2グループ

と“その他”に分類された。

Iグループ： 9世紀前期の甕と杯、 10世紀前期の杯が

共存し10世紀後期の皿が混在する。固体数は11個と多

し、
ヽ

IIグループ： 10世紀前期の高台碗（内黒） 2個と羽釜、

原土 2個が共存する。

“その他”：北島一4は斜長石 (Pl)の強度が島く異質

である。

[)J：：：の結果から明らかな様に、 9世紀前期の甕と 10

世紀前期の杯がIグループに集中し、関連性が伺われ

る。IIグループには高台碗と羽釜が共存し、 Iグルー

プとは明らかに異なる器種で構成されるの力叫封敗であ

る。

4 化学分析結果

第2表化学分析表に示すように、北島遺跡の土器と

原土を化学分析した。

分析結果に基づいて第 6図Si02-Al20揺、第 7図

Fe203-MgO図第8図K20-CaO図を作成した。

4 -1 Si02-Al203の相関について

第6図 Si02-Al20図に示すように北島遺跡の土

器と原土は I~IIIの3グループと“その他＂に分れる。

Iグループには 9世紀前期の甕と士和が集中し、明ら

かに10世紀前期の土器とは異なるグループを形成す

る。IIグループには10世紀前期の杯、高台碗が集中す

る。IIIグループには原土2個が集中する。“その他”の

土器では10世紀後期の北島一13の皿が SiOよ Al203

の値が低く、異質である。

北島ー15の羽釜も Al203の値が低く、どのグループ

にも属さず、異質である。

4-2 Fe203-Mg0の相関について

第7図 Fe203-MgO図に示すように、土器と原土

はI~IIIの3グループと“その他”に分類された。

Iグループには10世紀前期の杯、高台碗が集中し、

明らかに 9世紀前期の土器とは異なるグループを形成

する。IIグループには原土 2個が集中する。 IIIグルー

プには 9世紀前期の甕と杯が集中する。北島一13の10

惟紀後期の皿は Fe203の値が高く異質である。

4 -3 K20--CaOの相関について

第8図 K20-CaO図に示すように、土器と原土は

I ~IIIの3グループに分類された。

Iグループには特に10世紀前期の杯だけが集中す

る。 IIグループには 9世紀前期の甕と杯が集中し、 10

世紀前期の高台碗、羽釜、 10世紀後期の北島ー13の皿

が混在する。IIIグループには原土 2個が集中する。

以上の結果から明らかな様に、 9世紀前期の甕と杯

は10世紀前期の杯、闇台碗、羽釜とは異なる成分を有

することから胎土は異なることが判明した。これら土

器と原土の組成を比較すると明瞭に成分が異なり、原

土との関連性は薄いと判断される。北島ー13は10世紀

後期の皿で、組成的に 9~10世紀前期の土器とは異質

である。

5 まとめ

1)土器胎土はA~Hの8タイプに分類され、 1到固の

土器に対して 8タイプというのは多く、分散傾向に

ある。Fタイプは 6個力彰直し、 9世紀前期の甕と

10世紀前期の杯、高台碗、羽釜力咀涅iし、多種にわ
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たる。

2) X線回折試験に基づくQt-Plの相関では 1グ

ループに 9世紀前期の甕と杯が10世紀前期の杯、高

台碗と共存し、明瞭には分れない。しかし、 10世紀

前期の内黒の高台碗、羽釜、原土はIIグループを形

成し、 Iグループとは明瞭に分れる。

3)化学分析結果では 9世紀前期の杯と甕は明らかに
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10世紀前期の杯、高台碗、羽釜とは成分が異なり、

胎土は異質である。 10世紀前期の杯と高台碗、羽釜

は K20-CaOの相関では明瞭に分れ、幾分異なる

胎土である。原土 2個は明らかに土器とは成分が異

なり、関連性は薄い。北島一13の10世紀後期の皿は

成分が異質で、明らかに関連性がなく、i般入品の可

能性が高い。
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第 3表タイプ分類一覧表
試科 タイプ

No 分類 備考

97北島3 A 土師器坪 9 C E  

97北島-9 B 土師器杯 lOCE  

97北島］4 B 土師器羽釜 lOCE  

97．北島4 C 土師器坪 lOCE  

97．北島13 C 土師器皿 1 0 CL~1  1 C 

97北島12 D 土師器商台碗（内黒） lOCE  

97北島—11 E 土師器高台碗（内黒） lOCE  

97．北島ー16 E 原土-l

97北島ー17 E 原土-2

97北島1 F 土師器甕 9 C E  

97北島-2 F 土師器甕 9CE  

97北島5 F 土師器坪 lOCE  

97北島7 F 土師器杯 lOCE  

97．北島」0 F 土師器高台碗 lOCE  

97北島ー15 F 土師器羽釜 1 0 CE  

97．北島-6 G 土師器坪 1 0 CE  

97．北島-8 H 土師器坪 lOCE  

第 1表胎土性状表
試 タイプ 焼成 毬成分類 粘土鉱物および造岩鉱物

No 分類 ランク M~Mi-lft Mo-0>.Mi•Hl Mon Mic Hb Ch Fe Ch M o, Pl cn M幽 K•K· H山o Kao I細 9Au ガラス 償考

”．北島1 F 7 20 110 94 2107 717 土師器甕 9CE 
91．北島•2 F 7 20 101 81 1707 364 土師器甕 9CE 
97．北烏-3 A I I 17 1 1 33 117 63 1180 316 土的器牙： 9CE 
91，北品4 C 6 10 89 104 150 1255 1208 土師器杯 IOCE 
97北島ー5 F 7 20 90 78 1紐 308 土師器坪 IOCE 
97北島-6 G 8 20 54 1428 249 281 土師器杯 IOCE 
97北島ー7 F 7 20 87 69 1238 272 257 土師器虹 IOCE 
97．北島S H 14 20 1272 603 土師器杯 IOCE 
97.北島疇9 B 5 20 77 1645 442 土師器坪 IOCE 
97.北島ー10 F ？ 20 182 89 1叩I609 土節器高台碗 lOCE 
”十北島ー11 E 7 ， ¥ITT 73 124 2195 248 1い ±的器高台碗内黒 l 0-C E 
97．北鳥12 D 6 20 70 75 2598 40S 162 土駈器高台碗（内黒 lOCE 
97．北島ー13 C 6 IO 99 104 159 1m 279 士閾器皿 lOCL~1 1 C 
m．北島44 B ， 20 41 1336 449 ±固器羽釜 lOCE 
97北烏-!S F 7 20 84 60 2508 337 土師器羽釜 lOCE 
97．北島ー16 E 7 ， 159 75 匹 141274 457 頂土-1
97北島ー17 E 7 ， IT1 94 247 168 お59 胡I 原土•2

第2表化学分析表
試料番号 Na20 MeO Al203 Si02 K20 CaO Ti02 MnO Fe203 NiO Total 備考

97北島-l I 33 133 22 55 60 69 3 05 1.15 144 000 8 35 0.11 100.00 土師器甕 9CE 

97北島-2 I 05 163 22.37 57.91 2.79 I 62 1 59 000 10.83 0.21 100.00 土師器甕 9CE 

97北島3 1.00 2.82 25 17 54 65 1.74 134 128 0 05 11.49 0.46 100.00 土師器杯 9CE 

97北島-4 0 11 1 78 24.97 59 83 115 0 69 150 0.41 9.43 0.13 100.00 土師器杯 1 0 CE 

97北島5 0 11 0.74 2713 60 61 1 56 0 66 133 0.01 7.82 0.04 100.01 土師器杯 1 0 C E 

97北島・6 0.42 0.83 26 28 62 86 1 51 0 34 0.80 0.05 6.71 0.21 100.01 土師器杯 IOCE 

97北島.7 。̀60 0.27 24 04 64.22 0.86 0 84 0.99 0.26 7.80 0.12 100.00 土師器杯 IO CE 

97北島-8 0.66 0.56 25 39 65.22 0 57 117 1.02 0.00 4.92 0.49 100.00 土師器杯 lOCE 

97北島-9 0.51 0.40 29 02 62.47 I 24 0.92 154 0.00 3.65 0.24 99.99 土師器坪 IO CE 

97北島ー10 0.98 I 13 25 40 56 74 2.54 0.98 0.96 0.00 II 27 0.00 100 00 土師器高台碗 JOCE 

97北島ーII 0.50 0.33 27 19 61 18 I 97 0.98 1.03 0.23 6.59 0.00 100.00 土師器高台碗（内黒） JOCE 

97北島12 0.99 I 01 23 08 63 71 2.30 0.80 112 0.33 6 67 0.00 100.01 土師器高台碗（内黒） JOCE 

97北島ー13 0.98 I 84 19 22 54.26 2.40 I 21 0.90 0.41 18.75 0.02 99 99 土師器皿 lOCL~11 C 

97北 島14 I 29 0.49 22 39 62 63 2.01 I 32 1.41 0 30 8 00 0 15 99 99 土師器羽釜 !OCE  

97北島15 0.96 I 02 19 77 65 98 2.71 0.86 0.76 0.30 7.49 0.13 99 98 土師器羽釜 !OCE 

97北島•16 I 04 2 59 18 83 62 65 3 58 0.76 0.62 0.56 9.24 0.13 100.00 原土— l

97北島17 127 2 91 19 50 61 98 3 73 0.79 0.69 0 18 8.95 0 00 100.00 原土-2

0.00 
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(2) 北島遺跡の古環境変遷

はじめに

北島遺跡は、熊谷市街地より東北方の妻沼低地南部

の星川左岸に位置する。妻沼低地の地形の概説は堀日

(1986)により、以下のように記載されている。妻沼

低地は、自然堤防および荒川の新扇状地のよる微高地

と後背湿地や古流路跡からできている。熊谷市西部の

大麻生より王井、中条、曙町に至る地域は、荒川の形

成した新しい扇状地（荒川新扇状地）にあたる。荒川

新扇状地の西半分の地域では、扇項より扇端にかけて

流路跡を示す凹地が何本も認められ、古代の荒川は北

東方向に流路をかえながら扇状地を形成していった様

子をうかがうことができる。この扇状地の扇端には湧

泉がみられ、星川などの河川をつくっている。また、

この扇状地の東側の行田から南河原にかけての地域に

は、奈良時代から条里水田として耕作されてきた低湿

地が発達している。

本遺跡は、籠瀬（1981)の地形分類を参考によれば、

荒川新扇状地の扇端部分にあたる。籠瀬 (1981)は、

荒川新扇状地が扇項から扇端にかけて見られる旧河道

がいずれも甚だしく蛇行し、旧河道には顕著な自然堤

防が伴うため、荒川新扇状地は扇状地らしからぬ性質

を持っていると指摘している。地形面区分をみると本

遺跡付近で、自然堤防や旧流路が複雑に入り組んでい

る。

今回の調査（第14~16地点）では、微高地には 9世

紀代の集落があり、微高地縁辺にみられる各部分では

溝が多数検出されている。そこで、微高地上、溝が集

中する谷部、溝内の土壌を対象として自然科学分析（テ

フラ分析、珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析）を

行い、堆積物の時代性や当時の古環境変遷について

検討する。さらに、これによって得られた情報は、土

地利用の変遷や溝の用途や性格に関する資料とする。

また、出上した木製品や種実、貝類についても併せて

同定を行い、当時の用材や食料に関する情報を得る。

北島遺跡

パリノ・サーヴェイ株式会社

1.試 料

古環境推定のために用いる上壌試料は、微高地（第

15地点基本土層）、谷部（第16地点基本土層）、溝(SD35、

SD75、SD104、SDllO)を対象とした。試料について

の詳細は表 1に示す。また、溝や井戸などから出土し

た木製品、種実、貝類についての詳細は、結果ととも

に記した。

2.分析方法

(1) テフラ分析

試料に水を加え、小型超音波洗浄装置により分散、

上澄みを流し去る。この操作を繰り返すことにより泥

分を除去する。得られた砂分を実体顕微鏡および偏光

顕微鏡下で観察し、テフラの本質物質である軽石、ス

コリア、火山ガラスの産状を調べる。

(2) 珪藻分析

試料を湿重で約7g秤量：し、過酸化水索水(H202)、

塩酸 (HC!)の順に化学処理し、試料の泥化と有機物

の分解・漂白を行う。自然沈降法で粘土分、傾斜法で

砂分を除去した後、適当量計り取りカバーガラス上に

滴下、乾燥する。乾燥後、プリュウラックスで封入す

る。

検鏡は、光学顕微鏡で油浸60併音あるいは100併音で

行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査

し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に20併固体

以上同定・計数する（珪藻化石の少ない試料はこの限

りではない）。

種の同定は、K.Krammerand Lange-Berta lot 

(1986 • 1988 • 1991a,b)などを用いる。なお、珪藻の

生態性の解説を表2に示した。また、産出した珪藻遺

骸が現地性か異地性かを判断する目安として完形殻の

出現率を求め、考察の際に参考とした。同定結果は、

産出種をアルファベッ ト順に並べた一覧表で示した。

堆積環境の解析にあたっては、まず塩分濃度に対す

る適応性から産出種を海水一汽水一淡水生種に分類
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し、淡水生種については更に塩分・水素イオン濃度

(pH)・流水に対する適応性について生態区分する。

そして、産出個数全体を基数として、 2.0％以上を示す

分類群について、主要珪藻化石の層位分布図を作成す

る。環境解析にあたっては、安藤(1990)、伊藤・堀内

(1991)の環境指標種群を参考とする。

(3) 花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、

飾別、重液（臭化亜鉛：比重2.2)による有機物の分離、

フッ素化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス処

理の順に物理・科学的処理を施し、花粉化石を濃集す

る。残溢をグリセリンで封入してプレパラートを作製

し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を操作し、出現

する全ての種類 (Taxa) について同定・計数する。

結果は、各種顆毎の一覧表として示す。

(4) 植物珪酸体分析

試料約5gについて、過酸化水素水 (H心2)と塩酸

(HCI)による有機物と鉄分の除去、超音波処理 (80

W、250KHz、1分間）による試料の分散、沈降法によ

る粘土分の除去、ポリタングステン酸ナトリウム（比

重2.5)による重液分離を順に行い、物理・化学処理で

植物珪酸体を分離・濃集する。これを検鏡し易い濃度

に希釈した後、カバーガラスに滴下し、乾燥させる。

その後、プリュウラックスで封入してプレパラートを

作製する。

検鏡は光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、

出現するイネ科植物の葉部（葉身と葉鞘）の短細胞に

山来する植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）お

よび葉身の機動細胞に由来する植物珪酸体（以下、機

動細胞珪酸体と呼ぶ）を、同定・計数する。なお、同

定には、近藤・佐瀬（1986)の分類を参考にした。

結果は、検出された植物珪酸体の種類と個数を一覧

表で示す。また、各種類の出現傾向から、生育してい

たイネ科植物を検討するために、植物珪酸体組成図を

作成する。出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体

の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数として百分率

で算出する。

(5) 樹種同定

剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）．

板目（接線断面）の 3断面の徒手切片を作製し、ガム・

クロラール（飽水クロラール、アラビアゴム粉末、グ

リセリン、蒸留水の混合液）で封入し、プレパラート

を作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で

観察・同定する。

(6) 種実同定

発掘調査中に摘出された単体種実は、双眼実体顕微

鏡下で形態的特徴から種類を同定する。土壌ごと採取

された試料は、水酸化ナトリウム水溶液を加えて放置

した後、 0.5mmの飾を通して水洗し、残溢を双眼実体顕

徴鏡で観察して種実を拾い出し同定する。

(7) 貝同定

試料2点 (SE2、SE25層）はいずれもシャーレ、

タッパーに土壌ごと収納されていた。これらの土壌を

注意深く崩しながら貝片を摘出したが、 SE25層の試

料は、細片で形状をとどめていなかったことから、摘

出を中止した。 SE2の試料中には巻き貝と見られるや

や大きめの破片が見られたので、摘出、洗浄した。巻

き貝の破片は脆弱であったため、木工用ボンドを水溶

した液を塗布し、強化した上で接合した。同定は、早

稲田大学金子浩昌先生にお願いした。

3.結果

(1) テフラ分析

•第15地点基本土層

結果を表3に示す。軽石は、白色を呈し発砲は良好

～やや良好のもの力市昧斗番号 2• 3に少量認められる。

軽石の中には、繊維束状のものも認められる。また、

灰褐色を呈し発砲はやや良好～やや不良のものが試料

番号4• 5に少量、試料番号3• 6に微械認められる。

軽石の中には、斜方輝石の斑晶を包有するものか認め

られる。これらの軽石はその産出層準と特徴により、

前者は浅間A軽石 (As-A:A.D.1783（天明 3年）噴

出）に、後者は浅間Bテフラ (As-B : A.D.1108年（天

仁元年）噴出；新井、 1979)に由来すると考えられる。

しかし、本地点の産状は拡散しているため、いずれの
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テフラもその降灰層準を推定できない。

スコリアは、試料番号3~5に黒色を呈し発砲は不

良のものが微贔認められる。このスコリアは前述の

As-Bに由来する可能性がある。しかし、本地点の産

状は拡散しているため、軽石と同様にその降灰層準を

推定できない。

火山ガラスはまったく認められない。

以上のことにより、試料番号 3のIII層上部以上は

1783年以降の堆積層と考えられる。また、試料番号 6

のIV層上部以上は、 1108年以降の堆積層と考えられ

る。これらは、 IV層～V層が古代の異物包含層と考え

られていることとほぼ整合する。

•第16地点基本土層

結果を表4に示す。軽石は、白色を呈し発砲は良好

～やや良好のものが試料番号2• 3に少贔、灰褐色を

呈し発砲はやや良好～やや不良のもの力市詐湘相手2.

3に微最、試料番号4に少鼠、試料番号5に中量認め

られる。また、軽石の中には斜方輝石の斑晶を包有す

るものも認められる。この軽石はその産出層準と特徴

により、前者は前述の As-Aに、後者はAs-Bに由

米すると考えられる。しかし、本地点の産状はやや拡

散しいるため、いずれのテフラもその降灰層準を推定

できない。

スコリアは、試料番号4• 5に黒色を呈し発砲は不

良のものが微量認められる。このスコリアは前述の

As-Bに由来する可能性がある。しかし、本地点の産

状は拡散しているため、軽石と同様にその降灰層準を

推定できない。

火山ガラスはまったく認められない。

以上のことにより、試料番号3の3層以上は1783年

以降の堆積層と考えられる。また、 4層は1108年以降

の堆積層と考えられる。これらは、 2層～ 3層が近世、

4層が中世の堆積層と考えられていることと整合す

る。

(2) 珪藻分析

結果を表5、図 1に示す。基本土層では、第15地点、

第16地点とも珪藻化石の産出は非常に少なく、無化石

北島遺跡

～数十個体産出しただけである。また、産出した珪藻

ィ以の保存状態も悪く、壊れたり溶解していたものが

多かった。溝でも SD75とSD104とで産出した他は、

基本土層と同様化石の保存が悪い。産出種は、淡水生

種が主体であるが、僅かながら海水生種を含む。産出

分類群数は、合計で24JP-属7存重類である。

SD75は、陸上の好気的環境に適応性の強い陸生珪

藻と一般水域に認められる水生珪藻とがほぼ半々づつ

産出する。陸生珪藻は、 耐乾性の高いA群の Hantzs-

chia amphioxysが30％と優占することが特徴であ

る。これに付随して、 A群の Navicula mutica, Pin-

nularia borealisを伴う 。水生珪藻は、とくに多産す

るものはなく、流7]'0不定性の Craticulacuspidata, 

Frustulia vulgaris, Gomophonema parvulum, 

Pinnularia, P.viridis, Stauroneis anceps，止水性の

Pinnularia acrosphaeriaを伴う。

SD104は、水性珪藻の方が多いが、陸生珪藻のA群

のHantzschiaamphioxysが約20％と優占し、 Am-

phora montana, N avicula mutica, Pinnularia 

schroederiiを伴う。水性珪藻は、好流水性の Cymbel-

la turgidula,流水不定性の Gomphonema par-

vulum, Diploneis ovalis, Rhopalodia gibberula, 

止水性の Aulacoseiraitalicaを伴う 。

(3) 花粉分析

結果を表6に示す。花粉化石の保存が悪く、検出個

体数が全体的に悪いため、百分率を計算してグラフ化

する作業は行っていない。基本土層では、花粉化石の

種類数・個体数は極端に少ない。第15地点の試料番号

4、第16地点の試料番号 2~4でイネ科とマツ属がや

や目だつ程度である。一方、溝の大部分も化石の産出

が少ないが、 SD104では比較的多くみられる。 SD104

は、木本類ではモミ属、ツガ属、マツ属などの針葉樹

が多く、その他コナラ亜属、アカガシ亜属も比較的多

くみられる。草本類では、イネ科が多く、ガマ属、カ

ャッリグサ科、ヨモギ属が多い。なお、 SD104では水

性植物の花粉・胞子の種類が多く、ガマ属、オモダカ

属、 ミズワラビ属、サンショウモなどか検出される。
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表 1 土壌分析試料一覧

分析項目

地点・遺構名 立地 1試料番号 I層名 遺構・遺物等

TIDIPIPO 

第15地点基本土層 1微高地上 1---------2_1----I_1旦j_____1____1_------7k＿田耕在古？＿＿＿＿――---------
31 IIIIO 水田耕作土？

4
 

0101010 

眉五包伍直:
 
0
 

一

:
 
0
 

↓
 ~

゜

i
 

只
0

0
 0
 

＂` 
5

6

7

8

 
91 v I 0 遺物包含層

lo l l° ° ° | ° 
--------ll-------― 豆→―---—トーーー一→一ーーーー,--------------------------------

12 I VI I 0 

13 I I O I O I O I O 

第16地点基本土層 溝が集中 21 210101010 
----------- ------- ---- ----- ---- -----|—- ------------------------------

する谷部 31 310101010 

41 410101010 中世か？

i i＿ー―-5-□1--0―□1ー：―-遺物厄奇層-------------・ 

7 6 

゜゚゜゚
6層上面が遺構検出面

SD35 12 

゜゚゜
9世紀頃の溝

17 

゜゚゜SD75 2 

゜゚゜
9世紀頃の溝

SD104 

゜゚゜
9世紀頃の溝

SDl 10 11 

゜゚゜
9世紀頃の溝

(4) 植物珪酸体分析

結果を表7、図 2に示す。各地点の試料からは植物

珪酸体ヵ喉出されるが、保存状態の悪いものが多く、

表面に多数の小孔（溶食痕）の認められるものがある。

以下に、各地点の産状を述べる。

•第15地点基本土層

植物珪酸体組成は、試料番号13と試料番号10以浅で

異なる。試料番号13ではタケ亜科が優占する組成が見

られ、ヨシ属、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科などが

認められる。また、栽培植物のイネ属もわずかに認め

られる。

試料番号10以浅では、タケ亜科の割合が減少し、ウ

シクサ族やイネ属の割合力渭i加する。試料番号 7• 4 

ではオオムゴ族も認められる。ヨシ属やイチゴツナギ

亜科には変化が少ない。また、イネ属穎珪酸体などの

組織片力検出され、特に試料番号7で検出個数が多い。

•第16地点基本土層

試料番号 7では、イネ属、タケ亜科、ヨシ属、ウシ

クサ族の割合が同様である。試料番号 6ではウシクサ

族機動細胞珪酸体を除いて、組成に大きな変化は認め

られない。試料番号4以浅ではイネ属の割合が増加す

る傾向が見られ、試料番号 3• 2では機動細胞珪酸f本

の出現率が50％前後となる。また、オオムギ族もわず

かに認められる。ウシクサ族の割合も高く、タケ亜科、

ヨシ属、イチゴツナギ亜科力悧t<。また、イネ属穎珪

酸体などの組織片も検出され、上位ほど検出個数が多
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くなる傾向が認められる。

• SD35 

試料番号17では、植物珪酸体の検出個数が少なく、

タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族などがわずかに認めら

れるに過ぎない。

試料番号12では、タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族の

割合が高く、イネ属やイチゴツナギ亜科などが続く 。

• SD75 

試料番号 2では、ウシクサ族の割合が高く、イネ属、

タケ亜科、ヨシ属などが続く 。

• SD104 

SD35の試料番号12と同様な産状を示し、タケ亜科

とウシクサ族の割合が高く、イネ属、ヨシ属など力粥t

く。

• SDllO 

SD35の試料番号12や SD104と同様な産状を示し、

タケ亜科とウシクサ族の割合が高く、イネ属、ヨシ属

などが続く。

(5)樹種同定

試料は、針葉樹3種顆（マツ属複雑維管束亜属・ヒ

ノキ属・カヤ）と広葉樹1種類（クリ）に同定された

（表8)。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・マツ属複推管束亜属 (Pinussubgen. Diploxylon 

sp.) マツ科

早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩

材部の幅は広い。垂直樹脂道および水平樹脂道が認め

られる。放射組織は仮道管、柔細胞とエピセリウム細

胞よりなり、分野壁孔は窓状、仮道管内壁には顕著な

鋸歯状の突出が認められる。放射組織は単列、 1~15 

細胞高のものと水平樹脂道をもつ紡錘形のものがあ

る。

・ヒノキ属 (Chamaecyparissp.) ヒノキ科

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩

材部の輻は狭い。樹脂細胞は晩材部に限って認められ、

接線方向に配列する。放射組織は柔細胞のみで構成さ

れ、柔細胞壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型で 1~4

個。放射組織は単列、 1~15細胞高。

北島遺跡

・カヤ (Torreyanucifera Sieb. et Zucc.) イチ

イ科カヤ属

軸方向組織は仮道管のみで構成され、早材部から晩

材部への移行はやや急で、晩材部の幅は薄い。放射組

織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか、分野

壁孔はトウヒ型～ヒノキ型で1~4個。放射組織は単

列、 1~10細胞高。仮道管内壁には対をなしたらせん

肥厚が認められる。

・クリ (Castanea crenata Sieb.et Zucc.) ブナ科

クリ属

環孔材で孔圏部は 1~4列、孔圏外で急激に管径を

減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は

同性、単列、 1~15細胞高。柔組織は周囲状および短

接線状。

(6)種実同定

結果を表9に示す。今回検出された種類の形態的特

徴を以下に示す。

・オニグルミ(Juglans mandshurica Maxim. 

subsp. sieboldiana (Maxim) Kitamura) クルミ

科クルミ属

核か検出された。褐灰色。大きさは 3c頑里斐。側面

の両側に縫合線が発達する。広卵形で、基部は丸くなっ

ているが先端部はやや尖る。表面は荒いしわ状となり、

縦方向に溝が走る。

・モモ (Prunusparsica Batsch) バラ科サクラ属

核（内果皮）が検出された。褐色～黒褐色で大きさ

は2.5c頑岩変。核の形は楕円形でやや扁平である。基部

は丸く大きな謄点がありへこんでおり、先端部はやや

尖る。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に見られる。

表面は、不規則な線状のくぼみがあり、全体としてあ

らいしわ状に見える。

・イネ (Oryzasativa L.) イネ科イネ属

穎が検出された。大きさは 7m頑尉変。褐色、楕円形

で、外穎、内穎ともに存在する。禾は欠損する。表面

には徴細な突起が縦に配列している。

・ヒョウタン類（Lagenariasp.) ウリ科

-489-



表 2 珪藻の生態性

ー

4
9
0
1

塩分濃度に対する区分 塩分濃度に対する適応性 生育環境 （例）

強塩生種 (Polyhalobous) 塩分濃度40.0]\• ーミル以上に出現するもの 低緯度熱帯海域、塩水湖など
海水生種：

真塩生種 (Euhalobous) 海産性種、塩分濃度40.0,-....,30.0/I・ーミルに出現するもの 一般海域 (ex 大陸棚及び大陸棚以深の海域）

汽水生種： 塩分濃度30.か-0.5/I・ーミルに 1強中塩生強 (a-Mesohalobous) 河ロ・内湾・沿岸・塩水湖・潟など
中塩生種 (Mesohalobous) 出現するもの 1弱中塩生強(/3-Mesohalobous) 

淡水生種：貧塩生種 (01igohalobous) 塩分濃度0.5/\• ーミル以下に出現するもの 一般陸水域（ ex 湖沼・池·沼•河川・沼沢地・泉）

塩分．pH・ 流水に対する区分 塩分．pH ・流水に対する適応性

塩 貧塩ー好塩性種 (Halophilous) 少量の塩分がある方がよく生育するもの 高塩類域（塩水遡上域・温泉・耕作土壌）
分
に 貧塩ー不定性種（ Indifferent) 少量の塩分があってもこれによく耐えることができるもの 一般陸水域（湖沼・池・沼•河川・沼沢地など）
対る
す適 貧塩一嫌塩性種 (HaI ophobous) 少量の塩分にも耐えることができないもの 湿原・湿地・沼沢地
応
性 広域塩性種 (Euryhalinous) 低濃度から商濃度まで広い範囲の塩分濃度に適応して出現するもの 一般淡水～汽水域

pH 真酸性種 (Acidobiontic) pH7.0以下に出現、特にpH5.5以下の酸性水域で最もよく生育するもの 湿原・湿地・火口湖（酸性水域）
に
対 好酸性種 (Acidophilous) pH7．叫寸近に出現、pH7.0以下の水域で最もよく生育するもの 湿原・湿地・沼沢地
す
る p H—不定性種（ Ind ifferent) pH7.Of寸近の中性水域で最もよく生育するもの 一般陸水域 (ex 湖沼・池沼•河川）
適
応 好アルカリ性種 (Alkaliphi lous) pH7．叫寸近に出現、pH7.0以上の水域で最もよく生育するもの
性

真アルカリ性種 (Alkalibiontic) pll8.5以上のアルカリ性水域で最もよく生育するもの アルカリ性水域

流 真止水性種（Limnobiontic) 止水域にのみ出現するもの 流水の少ない湖沼・池沼
水
に 好止水性種 (Limnophilous) 止水域に特徴的であるが、流水にも出現するもの 湖沼・池沼・流れの穏やかな川
対
す 流水不定性種（ Indifferent) 止水域にも流水域にも普通に出現するもの 河川・川・池沼・湖沼
る
適 好流水性種 (Rheophi I ous) 流水域に特徴的であるが、止水域にも出現するもの 河川・川・小川 ・上流域
応
性 真流水性種 (Rheobiontic) 流水域にのみ出現するもの 河川・川・流れの速い川・渓流・上流域

陸 好気性種 (Aerophi lous) 好気的環境 (Aerialhabitats) •土壌表層中や土壌に生えたコケに付着
生 水域以外の常に大気に曝された特殊な環境に生育する珪藻の一群で •木の根元や幹に生えたコケに付着
珪 多少の湿り気と光さえあれば、土壌表層中のコケの表面に生育可能 •海れた岩の表面やそれに生えたコケに付着
藻 特に、土壌中に生育する陸生珪藻を土壌珪藻という ・滝の飛沫で湿ったコケや石垣••岩上のコケに付着

・洞窟入口や内部の照明の当たった所に生えたコケに
付着

註 塩分に対する区分はLowe(1974)、pHと流水に対する区分はHustedt(1937-38)による。



表 5 珪藻分析結果（ 1)

種 類

|

4
9
1
I
 

~os~i nod1scus spp・
Thalassionema nitzschioides (Grun.)Grunow 
----------------------------------------------
Achnanthes inflata (Kuetz.)Grunow 
Amphora montana Krasske 
Amphora ovalis (Kuetz.)Kuetzing 
Amphora oval is var. affinis (Kuetz.)V. Heurck 
Aulacoseira ambigua (Grun.)Simonsen 
Aulacoseira italica (Ehr.)Simonsen 
Caloneis hyalina Hustedt 
Caloneis lauta Carter & Bailey-Watts 
Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot 
Caloneis silicula (Ehr.)Cleve 
Cocconeis placentula (Ehr.)Cleve 
Cocconeis placentula var. euglypta (Ehr.)Cleve 
Cocconeis placentula var. lineata (Ehr.)Cleve 
Craticula cuspidata (Kuetz.)D.G.Mann 
Craticula spp. 
Cymbella aspera (Ehr.)Cleve 
Cymbella cistula (Ehr.)Kirchner 
Cymbella cuspidata Kuetzing 
Cymbella gracilis (Ehr.)Kuetzing 
Cymbella silesiaca Bleisch 
Cymbella sinuata Gregory 
Cymbella tumida (Breb. ex Kuetz.)V. Heurck 
Cymbella turgidula Grunow 
Cymbella spp. 
Diploneis elliptica (Kuetz.)Cleve 
Diploneis marginestriata Hustedt 
Diploneis ovalis (Hilse)Cleve 
Diploneis spp. 
Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.)Rabenhorst 
Eunotia pectinalis var. undulata (Ralfs)Rabenhorst 
Eunotia praerupta var. bidens Grunow 
Eunotia spp. 
Fragilaria brevistriata Grunow 
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表 5 珪藻分析結果 （2)

|

4

9
2

ー

種 類 生 態性 環境 第15地点基本土層 第16地点基本土層 SD35 SD75 SD104 SDI 10 
塩分 pH 流水 指標種 4 7 10 13 2 3 4 6 7 12 17 2 II 

Fragilaria construens fo. venter (Ehr.)Hustedt Ogh-ind al-il 1-ph S 1 
Fragilaria vaucheriae (Kuetz.)Petersen Ogh-rnd al-11 r-ph K, T 1 
Frustulia vulgaris (Thwait.)De Toni Ogh-ind al-il ind U 3 
Gomphonema angustatum (Kuetz.)Rabenhorst Ogh-rnd al-ll ind U I 
Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh-ind al-ll 1-ph 0, U 1 1 
Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh-ind ind ind U 3 8 
Gomphonema parvulum var. lagenula (Kuetzing)Frenguelli Ogh-ind ind r-ph S 1 
Gomphonema sumatorense Fricke Ogh-ind ind r-b1 J 1 
Gomphonema spp. Ogh-unk unk unk 1 1 I 
Hantzschia amphioxys (Ehr.)Grunow Ogh-ind al-il ind RA. U 13 1 1 1 29 20 
Meridion circulae var. constnctum (Ralfs)V. Heurck Ogh-ind al-il r-bi K, T 1 
Navicula cohnii (Hilse)Lange-Bertalot Ogh-ind al-bi ind RI 1 
Navicula confervacea (Kuetz.)Grunow Ogh-rnd al-bi lnd RB,S 1 
Navicula contenta Grunow Ogh-rnd al-il lnd RA, T 1 
Navicula hambergii Hustedt Ogh-ind ind lnd RI 1 
Navicula mutica Kuetzing Ogh-ind al-il ind RA.S 4 5 6 
Navicula plausibilis Hustedt Ogh-ind ind lnd 1 
Navicula pupula Kuetzing Ogh-rnd lnd lnd S 1 1 
Navicula radiosa Kuetzing Ogh-rnd lnd ind U 1 
Neidium alpinum Hustedt Ogh-unk unk ind RA 2 
Neidium ampliatum (Ehr.)Krammer Ogh-ind ind 1-ph 1 
Neidium iridis (Ehr.)Cleve Ogh-hob ac-il 1-bi 0 I I 
Nitzschia amphibia Grunow Ogh-ind al-bi ind S 2 
Nitzschia brevissima Grunow Ogh-hil al-ll lnd RB. U 2 
Nitzschia palustris Hustedt Ogh-ind lnd unk 1 
Nitzschia perminuta (Grun.)Peragallo Ogh-ind ind ind RI 2 
Ni tzschia spp. Ogh-unk unk unk I 
Pinnularia acrosphaena W.Smith Ogh-ind al-il 1-ph 0 3 1 
Pinnularia borealls Ehrenberg Ogh-ind ind ind RA 2 6 3 1 l 
Pinnularia borealis var. rectangularis Carlson Ogh-ind ind ind RA 1 1 
Pinnularia brauni1 (Grun.)Cleve Ogh-hob ac← bi l~ph 1 
Pinnularia divergens var. elliptica (Grun.)Cleve Ogh-hob ind ind 1 
Pinnularia gibba Ehrenberg Ogh-ind ac-il ind 0 2 1 
Pinnularia interrupta VI.Smith Ogh-ind ac-il ind S 1 
Pinnularia microstauron (Ehr.)Cleve Ogh-ind ind ind S 2 



北島遺跡

表3 15地点のテフラ分析結果

層名試料 スコ リア 火山ガラス 軽石

番号最 色調• 発泡度 大粒＇ 員 色調・形態 葺 色謂•発泡度 大粒径

~ _J ____ 2_J~—+ + W• g~ sg _____________ j ___ l:_8 ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
3 I+ I B•b I I. O 1- I I++ I W~ GBr• g~sb I I. 8 
4 I+ I B・b I O. 8 I- I I++ I GBr• sg~sb I 2. 0 
5 I+ I B・b I O. 7 I- I I++ I GBr• sg~sb I I. 8 ------+------ • -------<-------------------•--------- -•-------<------ ------------• ------ + -------------- ---·- ---
6 1- — + GBr• sg~sb I I. 5 
71- I I I- I I-

8 I-
------- •----- ii[----- 1 ------------------- 1 --------- —□----- --- --------------—~------,-----------------------,--------- -9 I-

10 I-

可――|― --- l ―;— ~----+------------------ 1 ---------E---- I ------------ ---- +こ―-- ,-----------------------•---------
13 1-

m
 
IV 

＞
 

□□□□□]言：度ロ
凡例 ー．含まれない ＋：微最 ＋＋ ：少量＋＋＋：中量＋ ＋＋ ＋：多量

B：黒色 G：灰色 Br：褐色 GB：灰黒色 GBr：灰褐色 R：赤色川：白色

g：良好 sg：やや良好 sb：やや不良 b：不良 最大粒径はmm
cl：無色透明 br：褐色 bw：バプル型pm：軽石型

表 6 花粉分析結果

種 類

試番号
第 15地点基本土層
4 7 10 13 

第 16地点基本土層
2 3 4 6 7

 

SD35 fD75 
12 17 I 2 

社花粉
モミ属 2 - - - - I 5 - - - - - 40 • -
ツガ属 I - - - - - 3 - - - - - 22 -
トウヒ属 I - - - - - - -- - - - - 4 -
マッ属 24 1 - - 13 6 21 1 1 - - - 27 -
コウヤマキ属 ー―- - - - - - - - 1 -
スギ属 2 - - - 2 2 1 - - - - - 10 -
ク ルミ属 — - - - - - - - - - - - 4 -
クマシデ属ーアサダ属 — - - - - - 1 - - - - - 4 -
カ パ ノ キ 属 — - - - - 1 - - - - - - 4 
ハンノキ属 — — - - - 2 8 - - - - - 1 
プナ属 — — - - - - - - - - - - 4 -
コナラ属コナラ亜属 — - - - 2 - 3 - - - - - 40 -
コナラ属アカガシ亜属 — - - - - - - - - - - 19 -
クリ属 — — - - - - 3 - - - - - 1 -
ニレ属ーケヤキ属 2 - - - - - 1 - - - - - 6 
ウ ルシ属 — - - - - - - - - - - - 2 -
シナノキ属 1 - - - - - - - - - - - - -

ーーーウヨ手剋-- ---------- ---- ---------- ---- :--- -- --- ------------: - --- - :----- ----- ---―-- ----:... -•こ． ------•-••-―------:-•---~------―--草 木 花 粉
ガマ属 — — — — - - - - - - - - 31 -

二::•おi・カ属 ： ： ： ： ： 口 ： ： 口 ： 口 ： ｝ ： 
イネ科 19 - - - 18 2 41 - - - - - 114 -
ヵャ ッ リ グ サ 科 1 - - - - 1 1 - - - - 、 - 25 -
サナエタデ節ーウナギッカミ節 — - - - - - - - - - 1 18 -
ソバ属 2 - - - - - 2 - - - - - 1 -
アカザ科 — - - - - - - - - - - - 4 
ナデシコ科 1 - - - - - 2 - - - - - -
キンボウゲ科 — — - - - - - - 1 
キカシグサ属 1 - - - 1 - 1 - - - - - - -

ぢ丘トウグサ属 ： ： ―＿ : : i : : : : : : : : 
ヨモギ属 — - - - - - 12 - - - - - 27 -
オ ナ モ ミ 属 — - - - 1 -
キ ク 亜 科 - - - - - - - - - - - - 3 

条謡守亜科------…------....-----—ふ —--•三••う•三•ー・・三•••三・----互-- -- :....三--- ...:••- ---: ----- ::-----~-- --—三・
-------------------・ 
シダ類胞子

ミズウラビ属
サ ンシ ョウモ
他のシダ類胞子

合計

木 本 花 粉

草 本 花 粉

不明花粉

シ ダ 類 胞 子
総計（不明を除く）
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表 5 珪藻分析結果 (3)

種 類 生態性 環境 第15地点基本土層 第16地点基本土層 SD35 SD75 SD104 S0110 

塩分 pH 流水 指標種 4 7 10 13 2 3 4 6 7 12 17 2 11 

Pinnularia nodosa Ehrenberg Ogh-hob ac-11 l~ph 0 I 

Pinnularia rupestns Hantzsch Ogh-rnd ind ind 1 

Pinnularia schroederi1 (Hust.)Krarnrner Ogh-rnd ind ind RI 2 5 

Pinnularia subcapitata Gregory Ogh-ind ac-11 ind RB,S 1 1 

Pinnularia vindis (Nitz.)Ehrenberg Ogh-ind ind ind 0 3 

Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk 6 2 

Rhopalodia g1bberula (Ehr.)0. Muller Ogh-hil al-il lnd 1 4 

Stauroneis anceps Ehrenberg Ogh-rnd ind 10d T 4 

Stauroneis lauenburgiana Hustedt Ogh-rnd al-il lnd 1 

Stauroneis obtusa Lagerst Ogh-rnd ind lnd RB 2 

Stauroneis phoenicenteron (Nitz.)Ehrenberg Ogh-ind ind 1-ph 0 1 

Stauroneis phoenicenteron var. hattorii Tsurnura Ogh-rnd ind ind 0 1 

Stauroneis phoenicenteron var. signata Meister ogh-1nd ind lnd 2 

Stauroneis spp. Ogh-unk unk unk 1 

Surirella angusta Kuetzing Ogh-10d al-il r-bi U 1 1 

Synedra ulna (Kuetz.)Ehrenberg Ogh-ind al-il ind U 1 1 1 

Synedra spp. Ogh-unk unk unk 1 

海水生種合計
海水一汽水生種合計
汽水生種合計
淡水生種合計
珪藻化石総数
凡例
H. R.：塩分濃度に対する適応性
Euh- Meh ：海水生種—汽水生種
Meh ：汽水生種
Ogh-hil貧塩好塩性種
Ogh-ind貧塩不定性種
Ogh-hob貧塩嫌塩性種
Ogh ~ unk ：貧塩不明種

環境指標種
A：外洋指標種 B：内湾指標種（以上は小杉， 1988)

J：上流性河川指標種 k：中～下流性河川指標種 〇：沼沢湿地付着生種 （以上は安藤， 1990)

s：好汚濁性種 u：広適応性種 T：好清水性種 （以上はAsai,K. & Watanabe, T. 1995) 
RI：陸生珪藻 (RA:A群，RB:B群、伊藤・堀内， 1991)

pH：水素イオン濃度に対する適応性
al-bi：真了IVカリ性種
al-il：好7ルカリ性種
ind : pH不定性種
ac-il：好酸性種
ac-bi：真酸性種
unk :pH不明種

0
0
0
9
-9
 

2

2

 
C.R.：流水に対する適応性
1-bi：真止水性種
1-ph：好止水性種
ind：流水不定性種
r-ph：好流水性種
r-bi真流水性種
unk：流水不明種

0
0
0
0
-0
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l

 

表9 種子同定結果
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試料名 種 類

水洗試料名

SDI04 ヒョウタン類(25)
単体試料

No. 16地点

SDI04 モモ(4)
SDl04 93-102G イネ(10)
SDI04水場落ち込み モモ(8)
SDll3澪底 93-102-IBG モモ(2)
95-101-79一括種子 ヒョウク ン類(14)
SD8底面直上1069.,J,ド モモ(35)
SE6 モぞ(4)

No 15地点

SD4 モモ(4)

SP3 モモ(27)
No 14地点

SDl9底面 モモ（4)，オニグルミ(1)



種子か検出された。大きさは12疇程度。褐色、亜四

角形で扁平。縁が肥厚する。へそは大きく突出する。

(7) 貝同定

SE2試料に含まれていた巻貝の大型破片は、アカニ

シであった。接合の結果、 4点に復元された。これ以

上接合しなかったが、本来は 1個体であったと考えら

れる。軸の大きさから見る限り、殻高20c吋岩変の大型

アカニシであったと考えられる。

4.考察

(1) 古環境変遷

今回の試料については、微化石の保存が悪く、古環

境に関する多くの情報を得られなかったため、前報の

低地部での結果も考慮して、環境変遷について述べる。

今回扱った堆積物は、花粉化石をはじめとする微化

石の保存が悪い。特に花粉化石は好気的環境下に弱く、

分解・消失しやすい。このようなことから、第15地点、

第16地点が氾濫の影響を受けにくくなったのは 9世

紀以前にさかのぼることができ、それに伴って集落が

構築されるようになったと考えられる。なお、前報で

扱った低地部では、古墳時代後期～奈良・平安時代に

かけて流氷の影響を受ける環境や、富栄養化した沼沢

湿地のような環境が推定されていることから、引き続

き河川の影響を強く受けていたものと思われる。第15

地点、第16地点とも前報の地点よりは標高が高く、地

形的には微高地（おそらく自然堤防）上にあたるため

水の影響を受けていなかった。

SD104の花粉化石組成と、前報の低地部の花粉組成

を比較すると、イネ科をはじめとする草本類が多い点、

水生植物の花粉化石が多い点、コナラ属、アカガシ亜

属の木本花粉が多い点などはよく一致する。さらに、

植物珪酸体の結果も考慮すれば、周辺はイネ科（タケ・

ササ類やススキの類、イチゴツナギ亜科など）やカヤ

ツリグサ科を中心とする草地で、低地部には、ガマ属

やオモダカ属などの水生植物が生育していたものと考

えられる。また、コナラ属やアカガシ亜属などは台地

縁辺部等の植生を反映し、これらが当時生育していた

ものとみられる。一方、異なる点としては、 SD104の

北島遺跡

方が針葉樹が多く、特にモミ属、ツガ属が低地に比べ

て高い傾向にある。モミ属やツガ属は温帯針葉樹林の

構成要素でもあり、この時期関東平野では低地の縁辺

部を中心に多い傾向か認められている。（金井ほか、投

稿中）。今回の多産もこれに類する可能性もあるが、針

葉樹よりも広葉樹の方が風化に弱いことから、化石の

保存状態に起因している可能性もある。妻沼低地の古

植生に関する情報はまだ少ないので、情報の蓄積に努

めたい。

(2) 溝の用途と性格

溝内の微化石の組成は、それぞれ次のようなもので

あった。SD35は花粉珪藻ともほとんど検出されない。

植物珪酸体は、上部ではタケ亜科やイネ属など力消t出

されたが、下部では保存が悪い。 SD75では、花粉化石

はほとんど検出されず、珪藻化石は水生珪藻と陸生珪

藻が混在する。植物珪酸体は、タケ亜科やウシクサ族、

イネ属力中食出される。 SD104では、花粉化石は同時代

の低地の組成に近く、珪藻化石は SD75の状況と近似

する。 SDllOは、 SD35の上部と傾向が似ている。

これらの組成を分類すると、 SDllOとSD35、SD75

とSD104に分けることができる。 SDllOとSD35の組

成は、微高地の基本土層の組成に近いことから、微高

地上と同じような乾いた環境が考えられ、溝内に長期

にわたって水が存在していた可能性は小さい。また、

溝は微高地上の乾いた表土によって、埋積されたもの

と考えられる。一方、 SD104とSD75は、水生珪藻の

存在から、溝内にはある程度水が存在していたことが

推定される。特に SD104では花粉組成が低地部と近似

することから、低地部から埋積物が流れ込んだ可能性

が指摘される。しかし、陸生珪藻も多産することから、

微高地からの土砂の崩落などもあったと思われる。

今回の分析結果を考慮すれば、溝内には、微高地上

もしくは微高地上と低地の堆積物とが混在して埋積し

ていると考えられる。また、標高が低い第16地点付近

に溝が集中する。微裔地あるいは低地の堆積物によっ

て溝が埋積されている状況は、雨水あるいは氾濫によ

る排水を目的としていることが示唆される。おそらく、
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微高地上の堆積物は雨水などにより、また低地の組成

に近似する堆積物は氾濫によってもたらされたと考え

られる。

(3) 土地利用と栽培植物

前報の低地部の結果では、古墳時代後期以降の堆積

物からイネ属に由来する花粉化石か検出され、低地部

における稲作力咀佳定されている。また、扇端にあたる

周辺地域は涌水も多く、条里制水田の発達か著しい地

域であることが指摘されている（籠瀬、 1981)。また、

今回の結果をみても、基本土層、溝ともにイネ属植物

珪産体の割合が高い試料が多い。これらのことから、

9世紀頃には自然堤防上には集落が、低地では水田が

営まれていたものと考えられる。また、モモ、ヒョウ

タン類などの種実やソバ属の花粉化石が検出されてお

り、これらも当時栽培され、食料などに利用されてい

たと推定される。また、植物珪酸体で検出されるオオ

ムギ族も栽培に由来する可能性があることから、オオ

ムギなどの栽培も行われていたことが示唆される。

基本土層の植物珪酸体の組成をみると、 9世紀の集

落が廃絶したあと、イネ属の植物珪酸体の割合が増加

する傾向がある。発掘調査所見でIII層など上部の層が

水田耕作土の可能性力咀許尚されていることを考慮すれ

ば、 9世紀の集落が廃絶されたあと、本地点は稲作地

（水田）として利用された可能性がある。その時代に

ついては As-Bの軽石が散在するなどの指標も得ら

れているが、耕作による攪乱の影響も充分考えられる

ことから、現時点でははっきりしない。ここでは、 9 

世紀以降としておく。

(4) 当時の動植物利用

木製品は、杭がマツ属複推管束亜属（いわゆるニョ

ウマツ顆）に同定された以外は全てヒノキ属であった。

埼玉県内では同時期の木製品の樹種を明らかにした例

はほとんどなく、当該期の用材選択の詳細は不明であ

る。本庄市大久保山遺跡では、鎌倉時代(13世紀後半）

の木製品や井戸材が出土している。このうち、曲物な

ど板状の加工を施す木製品には、ヒノキ属が選択的に

使用されている（パリノ・サーヴェイ株式会社， 1995)。

ヒノキ属が多用された背景には、ヒノキ属の木材が木

理が通直で均質なために板状の加工が容易であるこ

と、耐水性・耐湿性に優れていることが考慮されたと

考えられる。今回の結果から、 8世紀～ 9世紀には鎌

倉時代と同様に、ヒノキ属の材質を考慮した用材選択

が行われていた可能性がある。

杭材は、近世の江戸で複維管束亜属やスギなど現在

は土木材として一般的な木材が多用されている。しか

し平安時代頃の杭材の樹種同定結果（島地・伊東，

1988；伊東， 1990)を見ると、様々な種類が使用され

ており、特定の種類が使用されているような傾向は見

られない。また、その種類構成はそれぞれの地域の周

辺植生を反映している可能性が高い。これらのことか

ら、杭材は主として遺跡周辺に生育していた樹木が使

用されたと考えられる。既住の花粉分析結果を考慮す

ると、本遺跡周辺には 8世紀～ 9匪紀頃に複維管束亜

屈が生育しており、その木材を杭材に使用した可能性

がある。

柱材は全てクリであった。クリは、国産材の中でも

強度・耐朽性に特に優れた木材の一つである。こうし

た木材の特質を考慮したと考えられる例は各地で知ら

れており、大久保山遺跡でも鎌倉時代の井戸材に大量

に使用されている（パリノ・サーヴェイ株式会社，

1995)。今回の結果についても、クリ材の材質を考慮し

た上での用材選択があったと推定される。クリを構築

材などに大盤に使用する例は、縄文時代まで遡ること

ができる。埼玉県内でも、和光市丸山台遺跡等で縄文

時代の住居構築材にクリが大量に使用されていた例が

知られている（パリノ・サーヴェイ株式会社， 1992)。

クリの利用については、縄文時代に顕著であったのが

古墳時代ではほとんど利用されなくなり、奈良•平安

時代になるとまた使われるようになるとの指摘がある

（千野， 1991)。今回の結果は、この指摘とも調和的で

ある。

自然木の可能性がある木材はカヤであった。カヤは

アカガシ亜属などと共に暖温帯常緑樹林を構成する種

類である。今回行った花粉分析では、アカガシ亜属の
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花粉化石が比較的多く産出した。また、前回行った花

粉分析でもアカガシ亜属の花粉化石や、カヤが含まれ

るイチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科の花粉化石が産出

しており、これまで行ってきた古植生の調査結果と矛

盾しない。

溝などから検出された種実は、モモ、ヒョウタン類、

オニグルミ、イネである。モモ、ヒョウタン類は栽培

植物であることから、当時集落周辺で栽培され利用さ

れていたものと考えられる。また、イネは、先述した

ように、周辺の水田で栽培されていた稲作に由来する

ものと思われる。オニグルミは、花粉分析結果からみ

て、付近の山野にふつうに生育していたとみられ、食

用として採取•利用されていたものと推定される。

また、井戸内からは、海産で大形の巻き貝であるア

カニシの殻が1個体分出土している。当時の汀線力弓C

分にわかっているわけではないが、本遺跡は内陸に

あったことは明らかである。商品としての海産貝類が、

内陸部に流通していたことを示唆する貴重な資料であ

る。

北島遺跡

5. まとめ

本遺跡周辺には、河道や自然堤防が複雑に入り組ん

だ地形を示すが、第15地点、第16地点とも 9世紀以前

に離水し自然堤防となっていたことが示唆される。こ

の自然堤防上では集落力湘『築され、一方低地では稲作

が営まれていたと推定される。また、調査区から発見

された多くの溝は、微高地上でも低い部分に多いこと

や、溝の埋積物が雨水や氾濫などによって溜まった可

能性があることなどから、排水用の施設あった可能性

が指摘される。さらに、遺構が廃絶された後、微高地

上は、イネ属の植物珪酸体の比率が高くなることなど

から、水田として利用されていた可能性か指摘される

が、その時期等については不明な点も多い。また木製

品の樹種は、過去の用材選択の事例と調和的な結果と

なり、種実は、モモ、ヒョウタン類などの栽培植物が

検出されている。また、海産のアカニシが本遺跡まで

流通していたこともわかった。

以上のような事項が明らかとなったが、妻沼低地に

関しては自然科学調査の成果が少なく、まだ不明な点

も多い。今後は資料を蓄積し、他の遺跡との関連性な

どの成果をまとめていきたい。
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表8 樹種同定結果

番号 地点 遺構名など 用途な ど 時代・時期 樹種
I No. 16地点 SE8 曲物の底 8世紀～ 9世紀 ヒノキ属
2 No. 16地点 93-102-5 No. I 棒 8世紀～ 9世紀 ヒノキ属
3 No 15地点 SE3 曲物の底 8世紀～ 9世紀 ヒノキ属
4 No 15地点 SD21 3区道床溝中 板？ 8世紀～ 9世紀 ヒノキ属
5 No. 14地点 SD8 (II 5-94G) 杭 8世紀～ 9世紀 マツ屈複維管束亜属
6 No 15地点 SD16 3区最下層 自然木 ？ 8世紀～ 9世紀 カヤ
7 No 14地点 SB34 P 6 柱材 8世紀～ 9世紀 クリ
8 No. 14地点 SB34 PIO 柱材 8世紀～ 9世紀 クリ， No. 14地点 SB34 Pl I 柱材 8世紀～ 9世紀 クリ
10 No. 14地点 S834 P 4 柱材 8世紀～ 9世紀 クリ
II No 14地点 SB14 P 6 柱材 8世紀～ 9世紀 クリ
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表 7 植物珪酸体分析結果

種 類

|

4
9
9

ー

試料番号

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

キビ族キビ属

キビ族

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族コブナグサ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科オオムギ族

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

不明ダンチク型
---------------------------------・ 

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

不明
合計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総計

組織片

イネ属穎珪酸体

イネ属短細胞列

タケ亜科短細胞列

ススキ属短細胞列

不明組織片

第 15地点基本土層

4 7 10 13 2
 

第 16地点基本土層

3 4 6 7
 

SD35 
12 17 

SD75 
2 

0104 1so110 
11 

35 

0
3
3
7
3
4
4
7
0
 

3

1

1

5

1
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1
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0
0
2
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7
2
l
 

7
9
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4
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1
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1
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8
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-
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l

 
ー
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-
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7
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3
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l

 

ー
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7
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.
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植物珪酸体組成

出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。

なお、●は 1％未満の種類、＋はイネ科葉部短細胞珪酸体で200個未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体で100個

未満の試料で検出された種類を示す。
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図2
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I. Aulacoseira細 bigua(Grun.)Simonsen(SD35: 17) 
2. Aulacoseira狐 bigua(Grun.)Simonsen(SD35: 17) 
3. Fragilaria brevistriata Grunow(SD104) 
4. Fragilaria vaucheriae (Koetz.)Petersen(SD104) 
5. Craticula cuspidata (Kuetz.)D. G. !lann(SD75:2) 
6. Cymbella aspera (Ehr.)Cleve(SD104) 
7. Go屈phonemaparvulum Kuelzing(SDI 04) 
8. Go臼phonemaparvulum var. Jagenula (Kuetzing)Frenguelli(SD75:2) 
9. Navicula mutica Kuelzing(SD104) 
10. Pinnularia acrosphaeria W. Smith(SD75:2) 
I I. Pinnularia borealis Ehrenberg(SD104) 
12. Pinnularia borealis var. rectangularis Carlson(SD75:2) 
13. Pinnularia schroederi i (Hust.)Krammer(SD104) 
14. Hantzschia皿phioxys(Ehr.)Grunow(SD75:2) 

15. Eunotia pectinalis var. undulata CRalfs)Rabenhorst(SD104) 

1 5 

図版 1 試料中の軽石

I A s← A軽石（15地点：試料番号2)

2 099 

一
2. A s-8軽石（15地点：試料番ぢ4)

] 099 ＿ 

8.クリ（試料番号8)

a:木口， b：柾目， c:板目
一 200μ,m :a 一200μ, m : b, c 
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3a 
l．マツ属複維管束亜属（試料番号5)
2・ ヒノキ属（試料番号2)
3.カヤ（試料番号6)

a:木口， b:柾目， c:板目

3c ー 200u n : a 一200u n: b. c 

北島遺跡

図版5 植物珪酸体

一 琴 ーニー --f 

ー＂ユ—ヽ上＇J上91 •'Jし＼ l 

知 2包¢
（亭7C虹ご

10 II 

50μm 

2.イネ屈穎珪酸体(15地点：7)
4.タケ亜科短細胞珪殷体（Sり35:17)
6．ススキ屈短細胞珪陵体(Sり75:2)
8.イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体(15地点：7)
10．イネ屈機動細胞珪徴体(S075:2)
12.ヨシ屈槌動細胞珪酸体(15地点： 10)

Ila 

で

13 14 

lib 

50μm 一(12) 50μm 

一(8-11) 

1cm 1cm !cm I cm 

—-—• --,_  (13) (14) (15) (16) 

8.イネ科(Sり104)
ID.キク亜科（Sり104)
12.サンショウモ(SDl04)
14.イネ(SDI0493-IOZG) 
16.オニグルミ (SDIf底面）

9.カヤツリグサ科(SD104)
I I.ソパ屈(SDI04)
13.ヒョウタン類(95-101-79一括種子）

15．モモ(S0104水燐落ち込み）

12 

].イネ底短細胞列(15地点；7)

3.タケ亜科短細胞珪像1本(15地点；］0）
5ヨシ屈短細胞珪酸体（15地点：］0)
1.ススキ屈短細胞珪酸体(15地点：］0)
9.イネ屈槻動細胞珪酪体（15地点；］0)
I I.タケ亜和1概動細胞珪酸体(15地点；］0)
13.ウシクサ族概動細胞珪酸体(15地点：］0)

図版 3 花粉化石 (1)

←べ≫ ` -
‘t •I·· I f ＼法

` : , J吹
、よ、 5、
‘ `‘均

10 

,・,,..、・;,,., 

壬 7b 7a I 
50μm 

5a 

I.モミ凪(SDl04)

3.マツ属(SD104)

5.ガマ屈(SDI04)

7.ヨモギ屈(SDl04)

2.ッガ屈(SDI04)

4.コナラ屈コナラ亜屈(S0104)

6コナラ屈アカガシ亜屈（SDJ04)
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(3) 北島遺跡出土の獣骨類

I.はじめに

北島遺跡は、埼玉県熊谷市上川上に所在し、荒川に

よって形成された扇状地先端部の自然堤防上にある。

広範囲に広がる集落・溝•河川跡などからなり、 7世

紀から11世紀にわたり営まれていた。

出土した動物骨類は、ウマがもっとも多く、あとは

ウシとヒトである。大部分は溝内の授土中からであり、

9世紀後半から10世紀のものである。

II. 記載

A. ウマ(Equuscaballus) 

資料No.l (P 507) 

溝状遺構からの出土である。

左右の上顎臼歯が12本と上顎切歯 6本が確認され

ているが、そのうち完存するのは左第3後臼歯だけで

ある。他は分離崩壊している。上顎の切歯・臼歯はす

べて確認されている（計測値は左のみを記す）が、犬

歯は検出されない。牝馬であろう。

発掘時の写真で見ると、遺骸は頭項部を下に、口蓋

部を上にして出土し、歯はすべて完存していたようで

ある。下顎骨・体幹骨・体肢骨は伴出していない。

第3切歯は咬耗が始まったばかりであり、第 4前臼

歯•第 3 後臼歯の歯根は未分岐で、 5~6オ程度の年

齢が推定される。臼歯の大きさから推定される馬格は、

小型在来馬相当である。

後述の資料No.8の下顎骨とは年齢的には一致するが、

歯の大きさにかなりの差があり、同一個体とは思われ

ない。

資料知．2 (P 507) 

出土状況不明の資料である。

右上顎臼歯3本と右下顎臼歯 1本で、同一個体のも

のである。下顎の臼歯は分離・破損力瑾fしく、詳細は

不明である。

歯冠高から推定される年齢は10-11オである。

宮崎重雄

‘性別は判断の手がかりがなく、馬格は推定困難であ

る。

資料-No.3 (P 507) 

出土状況不明の資料である。

第3前臼歯、第 4前臼歯の上顎臼歯2本が出土して

いる。第4前臼歯の咬耗度から年齢は 6オ前後力寸佳定

される。馬格は日本在来馬並みと推定されるが、詳細

は不明である。

資料No.4 (P 508) 

道路状遺構内に直線状に並んだ5つの小ピット内に

それぞれに 1~ 3個のウマの臼歯が埋納されていた。

これらの臼歯は同一個体に属するものであり、上顎臼

歯に限られ、切歯や下顎臼歯の出土はなく、体幹骨・

体肢骨もない。

Aピットには右上顎第 2後臼歯、 Bピットには右上

顎第 3後臼歯、 Cピットには右上顎第 3前臼歯、同第

4前臼歯、同第 1後臼歯、左上顎第3後臼歯の 4本、

Dピットには左上顎第 3前臼歯、左上顎第 1後臼歯の

2本、 Eピットには左上顎第2前臼歯が納められてい

た。このようにピットの配列｝卿字と歯種との間には特

に規則性は見出されないが、強いて言えば、 A・Bの

ピットには右上顎臼歯が、 D・Eのピットには左上顎

臼歯が、その中間のCピットでは左右の上顎臼歯が混

在していたということである。

このウマは 8-9オと推定され、まだ壮齢期前半で天

痔を全うした年齢ではない。病死・事故死・人の手に

よる屠殺等が考えられるが、そのいずれであったかは

遺物の肉眼的観察からでは判断できない。

歯の抜去は、死亡直後の歯肉や歯根膜の腐食してな

い段階では、下顎骨を壊さない限り困難である。ピッ

ト内への埋納を意識して白骨化するまで待って引き抜

いたのであろう。

歯の大きさは、中型在来馬程度の馬格であったこと

を示している。
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資料No.5 (P 508) 

表面採集の資料で、 左上顎第 2後臼歯である。歯冠

高から推定される年齢は 8オ前後である。舌側半を破

損している。

資料No.6

SD5南端で出土したものである。右下顎の第 3切歯

で、近遠じ径11.7mm、歯冠高38.0mmあり、壮令馬のも

のと考えられる。

資料No.8 (P 508) 

SD16からの出土である。左下顎臼歯6本と、第 2

前臼歯を除く右下顎臼歯5本が認められる。右顎を上

にして埋存していたことにより、保存状況は右の方が

劣悪である。上顎の歯は検出されない。下顎骨だけ切

り離すか、白骨化して上顎から自然に分離したものを

運び込んだものであろう 。下顎骨らしき骨の遺存力噌忍

められたが、土と一体化して腐食が進み、詳細は不明

である。

全臼歯列長は167.0mmを計測し、中型在来馬の木曽

馬相当である。歯の咬耗度（歯冠高）歯根の分岐状態

から推定される年齢は 5~6オである。

資料No.9

SD16からの出土である。上顎臼歯片であるが、詳

しい歯種は不明である。歯冠高は54.2mmで、壮令馬と

推定される。

資料No.11

SD21から出上した下顎臼歯細片で、頬側歯冠高は

29.0mmの老齢馬のものである。

資料No.12(P 509) 

SD5から出土したウマの下顎臼歯 3本と左下顎第

2切歯である。年齢は11オ前後か推定される。

資料No.13(P 509) 

SD104からの出土で、左下顎後臼歯3本である。

第1後臼歯は歯根が分岐を始めたばかりで、第 2.

第3後臼歯は歯根力弓5成されていない。

また、第 3後臼歯では doubleknotが咬耗開始直

後で、下内錘は未咬耗である。

中型在来馬程度の馬格と推定され、 4-5オと思われ

北島遺跡

る。

資料No.16(P 510) 

SD3からの出土である。左大腿骨で、大転子・外側

顆を欠損している。

骨頭からの長さは345.0mmあり、中型在米馬の御崎

馬 ・木曽馬のそれに相当する計測値である。

この大腿骨を最も特徴づけるのは、 長さの割に骨体

中央横径・同矢状径が小さく、細っそりしていること

である。

資料No.24

S Dl04からの出土で、ウマ？の左寛骨の閉鎖孔周

辺部である。閉鎖孔の長径は65.0mm、短径が38.0mmで

ある。

資料No.28(P 510) 

近代以降の溝からの出土で、ウマの左中足骨である。

中足骨最大長は247.8mmで、これより推定される体高

は123.2mmと算出され、日本の在来馬の中型馬と小型

馬の中間的な大きさである。このウマの中足骨も近位

端 ・骨体中央部の骨横径・矢状径が最大長の割に小さ

く、細っそりしていたことを示す。

B.ウシ(Bostaurus) 

資料No.7 

SD16からの出土で、上顎大臼歯片・下顎大臼歯片

の計8片からなる。破損がひどくて詳細は不明である。

資料No.10

SD21から出土した上顎臼歯である。おそらく左右

の全部の歯が出土したと思われるが、現状で確認でき

るのは左右の第 4前臼歯、左右の第 3後臼歯、右第 1

後臼歯、左第 2後臼歯である。

資料No.13(P 510) 

ウシの歯2本が含まれていて、 No.2が右下顎第 4前

臼歯で舌側歯冠高が22.4mm、歯冠長が23.O+mmで、

No.5が右下顎第 3後臼歯で、最遠心部咬合面まで咬耗

が及び、補錘先端部も咬耗されている。

資料No.25(P 510) 

近位端を欠損している左腔骨である。近位端は切断
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したように見かけられるが、はっきりしない。骨体最

小横径・同矢状径は日本の在米牛・見島牛の雌雄の中

間にあり、日之島牛の雌雄いずれよりも大きい。遠位

端最大横径・同矢状径は見島牛・ロ之島牛の牝よりや

や大きめであるが、牡よりは小さい。

c.ヒト (Homosapiens) 

資料No.17

長軸方向に細いすじがはいり、人骨の可能性が考え

られる肢骨の焼骨片 2片で、亀裂・歪みが目立ってい

る。

資料No.19

この資料も焼骨で人骨のようである。

資料No.21

S D104からの出土である。 No.18の資料は焼骨片 2

片で、人骨だとすれば上腕骨の可能性があり、その骨

体横断面の短径は13.0mmである。

資料No.26

SK30からの出土で、ヒトの脳頭蓋の矢状方向断面

参考・引用文献

として認められる。脳頭蓋最大長は185.0mmと計測さ

れる。土と一体化していて保存が悪く、それ以上のこ

とはわからない。

III. まとめ

1.出土した骨類は、ウマ、ウシ、ヒトであり、ウマ

がもっとも多い。大部分は 9世紀後半から10世紀の

溝状遺構の覆土中に包含されていたものである。

2. もっとも注目されるのは、道路状遺構に直線状に

並んだ5個の小ピット内に同一個体に属するウマの

歯が 1~3個づつ分けて埋納されていたことであ

る。上顎臼歯に限られていて、ピット内からは切歯・

下顎臼歯や体幹・体肢骨は検出されない。

3. ウマの個体数は少なくても 6頭であり、ほとんど

カ哨い壮令馬で、 1頭老齢馬がいる。この他、近代

以降の溝からも 1頭出土している。

4. ウシは 3地点から臼歯や腔骨が見つかっている。

腔骨は日本の在米牛程度の大きさである。

林田重幸 ・山内忠平 (1957)馬における骨長より体高の推定法、鹿児島大学農学部学術報告、 6、146-156.

Levine, M. A., 1982 The use of crown height measurements and eruption-wear sequences to age horse teeth. In Wilson B., 

Grigson C. & Payne S. eds., Ageing and sexing animal bones from archaeologica sites. BAR British Series 109. B.A.R., England, 

223-250. 

西中川駿•松元光春（1991) 遺跡出土骨同定のための基礎的研究「古代遺跡出土骨からみたわが国の牛、馬の渡来時期とその経路に関

する研究」。平成 2年度文部省科学研究費補助金（一般研究B)研究成果報告書、 164-188。

野村晋ー (1986)「概説馬学」。新日本教育図書、東京、pp359。

岡部利雄・松本久喜・ 三村 一 (1953)「日本在来馬に関する研究ー特に北海道和種、木曽馬及び御崎馬について一」、日本学術振興会、

東京、pp209。
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北島遺跡

賓料No.1 

ウマ上顎臼歯

第2前臼歯第 3前 臼 歯 第4前臼歯第 1後臼歯第 2後臼歯第3後臼歯

左 左 左 左 左 左

歯冠長 咬合面 27.2 22. 1 24. 3 21. 1 

” 中央 26.0 21. 2 21. 7 24.6 

歯冠幅 咬合面 17. 6 

II 中央 20. 9 

原錐幅 咬合面 12. 7 

” 中央 13.6 

歯冠高 頬 側 46.3 61. 0 68. 6 57.3 70. 0 58.8 

” 
舌側 49. 0 

咬合面の傾斜 度 s2・ 

中附錐幅 頬側 4. a 3. 3 3. 3 3. l 2. 7 

II 舌側 5.0 4. 8 3. 6 4. 1 3.4 

歯根の様子 分岐 分岐未了 分岐 分岐直前 咬耗 1年

単位：．．

資料No.3 

ウマ上顎臼歯

第3前臼歯 第4前臼歯

歯冠長 咬合面 I 27.2 27. 8 

資料No.1 
JI 中央 26.0 26. 1 

ウマ上顎切歯 歯冠幅 咬合面

第 1切歯 第 2切歯 第3切歯
II 中央

左 左 左 原錐幅 咬合面

咬合面近遠ヽ心径 16. 7 17. 5 16. 7 II 中央

同唇舌径 9.8 10. 2 9.6 歯冠高
頬側 I 49.5 68.6 

歯冠長 50.0 ” 舌側 63. 5 

単位 ：II 咬合面の傾斜 度

中附錐幅 頬 側 5.0 
II 舌側 5.0 

咬耗のようす 咬耗わずか

単位：＂ 

資料No.2

ウマ上顎臼歯

第2前 臼 歯 第 3前臼歯第3後臼歯

右 右 右

歯冠長 咬合面

＂ 中央

歯冠幅 咬合面

＂ 中央

原錐幅 咬合面

II 中央

歯冠高 頬 側 l 37. 2 41. 0 41. 6 

II 舌側

咬合面の傾斜 度

中附錐幅 頬 側 | 5.0 3.5 3.9 

II 舌側 5.0 4.0 4. 3 

単位： II
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資料No.4

ウマ上顎臼歯

No.5 No.4 No. 3 No. 1 No. 2 

第3前臼歯 第4前臼歯 第 1後臼歯 第2後臼歯 第3後臼歯
右 右 右 右 右

歯冠長 咬合面 27. 9 27.6 24.3 25. 0 26.0 
II 中央 27.0 25.6 24.2 23. 9 26. 7 

歯冠幅 咬合面 25.6 23. 9 23.6 

＂ 中央 25.3 25.0 23.5 22.6 
原錐幅 咬合面 9. 9 10. 7 12. 1 14. 1 

II 中央 9. 5 10.4 11. 1 12.2 14.2 
歯冠高 頬側 53. 7 47.9 60.4 65.0 

＂ 舌側 48.4 47. 0 43. 7 54. 1 53.6 
咬合面の傾斜 度 102° 85° 52° 770 65° 

中附錐幅 頬側 5. 5 4. 2 4. 6 3.9 
II 舌側 5.4 4. 2 5.0 4. 2 

単位： mm
P3-M3=126. 2 

資料No.5

ウマ上顎臼歯

第 2後臼歯

歯冠長 咬合面 I 25.0 

＂ 
中央 24. 2 

歯冠幅 咬合面

II 中 央

原錐幅 咬合面

＂ 
中 央

歯冠高 頬側 57.0 

＂ 
舌側 53.5 

咬合面の傾斜 度 70.0 

中附錐幅 頬側 4. 5 

＂ 
舌側 4. 9 

単位： mm

資料No.8 

ウマ下顎臼歯

第2前臼歯 第3前臼歯 第4前臼歯 第 1後臼歯 第2後臼歯 第3後臼歯

左 左 左 左 左 左

歯冠長 咬合面 32.8 29. 9 28. 6 25.6 27. 5 29.6 

II 中央 33.0 28. 9 27.0 25. 0 25. 7 32.8 

歯冠幅 咬合面 14. 1 16. 7 16.5 15.4 14.9 12. 1 

II 中央 14. 1 15. 7 15.4 15. 1 13. 3 11. 2 

歯冠高 頬側 38. 2 61. 0 77. 3 65. 0 73. 2 61. 0 

＂ 舌側 46. 0 63.0 78. 6 66. 4 73.4 73. 3 

下後錐谷長 9. 8 9.5 8.9 7. 7 8.3 

下内錐谷長 15. 7 13.4 9. 7 9. 7 7. 1 

double knot長 咬合面 14.0 17.5 16. 0 14. 9 14. 2 13.0 

咬合面の傾斜 95° 90° 90° 65° 78° 62° 

下内錐幅 8. 0 6.4 5. 7 5. 1 4.6 4. 3 

歯根の様子 分岐 分岐直前 分岐 分岐 未分岐

単位： •II 

前臼歯列長＝167.0 
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